
中

世

熱

田
社

の
権

宮

司

家

馬
場

・
田
島
家

の
所
領

・
所
職
文
書
を
中
心

に

藤

本

兀

啓

は
じ
め
に

中
世
熱
田
社
の
内
部
構
造
を
解
明
す
る
に
は
、
ま
ず
大
宮
司

の
社

家

に
対
す
る
支
配
権
力
を
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
支
配

権
力
の
具
体
的
内
容
と
し
て
は
、
社
領
の
領
知
権

・
社
職
の
任
命
権

・

祭
祀
権
な
ど
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
特
に
社
領
の
問
題

に
つ

い
て
は
、
す
で
に
い
く

つ
か
の
蓄
積
は
あ
る
が
、
そ
の
先
駆
は
西
岡

虎
之
助
氏
の
研
究
で
、
大
略
次
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。

②
社
領

は
司
祭
者
の
私
有
化
し
た
も
の
と
し
て
成
立
し
、
司
祭
者
は

神
社

に
対
し
て
は
氏
神

の
司
祭
者
と
い
う
宗
教
的
関
係
を
も
ち
、

や
が

て
社
領
に
対
し
て
は
領
主
と
い
う
経
済
的
関
係
を
と
る
に
至

る
。

⑤
社
領

は
社
家
に
よ

っ
て
給
田
と
し
て
分
領
さ
れ
、
社
家
は
そ
の
得

分
の

一
部
を
熱
田
社

に
負
担
し
社
職
を
帯
び
て
勤
仕
す
る
が
、
大

宮
司
は
こ
れ
ら
を
経
済
的
領
知
権

(社
職
任
命
権
を
含
む
)
と
し

て
有
す
る
。

◎
大
宮
司
の
社
領
保
全

の
背
景
は
、
源
氏
と

の
血
縁
結
合
に
求
あ
ら

れ
る
。

　
　

　

こ
の
西
岡
説
に
対
し
て
小
島
鉦
作
氏
は
、
社
領
荘
園
の
全
貌
お
よ

び
領
知
制
の
検
討
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
し
、
百
四
十
四
ケ
所
に
お

よ
ぶ
社
領
の
検
出
と
本
所
皇
室
の
伝
領
過
程
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

し
か
し
社
領
に
関
し
て
の
理
解
は
、
大
宮
司

が
権
宮
司
家
領
以
下
の

各
分
属
社
領
全
般
の
統
制

に
あ
た
り
、
そ
の
領
知
権
は
社
領
全
般
に

お
よ
ん
だ
と
し
て
、
大
宮
司
が
社
家

・
社
領
支
配
に
強
大
な
権
力
を

有
し
て
い
た
こ
と
を
述

べ
ら
れ
た
に
と
ど
ま
り
、
基
本
的
に
は
西
岡

説
の
延
長
線
上
に
あ

っ
た
。

　
ヨ

　

こ
れ
ら
に
対
し
て
上
村
喜
久
子
氏
は
、
大
宮
司
の
領
知
権
が
等
し

く
全
社
領
に
お
よ
ん
で
い
た
こ
と
を
疑
問
視

さ
れ
、
各
社
領
の
形
成
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過
程

・
成
立
時
期

・
支
配
構
造

・
大
宮
司
の
領
知
権

の
在
り
方
な
ど

の
相
違
を
検
討
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
は
次
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。

③
鎌
倉
後
期
以
降

の
社
領
は
、
⑦

一
円
神
領

(熱
田
社
が
現
地
に
政

所

・
公
文

・
郷
司
を
置
き
、
経
営
権
を
有
す
る
直
接
支
配
の
強
く

お
よ
ぶ
社
領
と
大
宮
司
家
私
領
)
、
⑦
落
A
口
郷
型
の
独
立
性

の
強

い
社
領

(中
世
的
郷
で
、
本
所
皇
室

に
対
し
て
在
地
領
主
は
熱
田

社
と
対

等
の
立
場
に
あ
り
、

一
定

の
神
役
を
負
担
す
る
意
味
に
お

い
て
社
領
)、
⑰
国
衙
側
か
ら
み
る
と
免
田
、
熱
田
社
側
か
ら
み

る
と
料
田

(国
役
を
免
ぜ
ら
れ
、
油
料

・
修
理
料
な
ど
熱
田
社

へ

の
特
定
用
途
を
負
担
す
る
散
在
社
領
。
名
主

・
神
官
く
上
級
社
家
V
・

在
庁
ら
が
国
衙
領
か
ら
引
募

っ
た
も
の
で
、
熱
田
社

に
経
営
権
は

な
い
)
、
と
い
う
三
類
型
に
分
け
ら
れ
る
。
特

に
⑦
⑰
は
鎌
倉
前

期
ま

で
に
拡
大
し
、
大
宮
司
私
領
的
社
領
と
そ
れ
以
外
の
社
領
と

の
構
成
比
は
変
化
し
た
。

⑤
大
宮

司
を
最
高
責
任
者
と
す
る
熱
田
太
神
宮
庁
に
よ
る
社
職
補
任

.

給
分
宛
行
は
、
供
僧
職

・
末
社
祢
宜
職

・
下
級
神
職
に
限
ら
れ
、

権
宮

司
に
は
お
よ
ば
な
い
。

◎
権
宮
司
職
は
尾
張
氏

(
旧
大
宮
司
家
)
の

一
定
の
家
系
に
相
伝
さ

れ
、

そ
の
所
領
安
堵
は
院
宣

に
求
め
ら
れ
る
。

◎
鎌
倉
期
の
大
宮
司
職
は
国
司
庁
宣
に
よ

っ
て
補
任
さ
れ
、
社
家

(L
級
社
家
)
の
請
文
に
よ

っ
て
効
力
を
発

す
る
。

◎
以
上
の
結
果
、
鎌
倉
後
期
か
ら
南
北
朝
初
期
に
お
い
て
、
神
社
と

社
領
は
大
宮
司
と
私
的
関
係
で
は
律
し
き
れ
ず
、
権
宮
司
は
人
宮

司
に
対
し
て
独
立
性
を
も

つ
に
至
る
。

右

の
上
村
氏
の
成
果
に
つ
い
て
は
、
い
ま
さ
ら
検
討
を
加
え
る
要

素
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
っ
て
よ
い
が
、
⑤
◎
◎

に
は
反
証
や
補
足

す
る
若
F
の
史
料
が
あ
り
、
ま
た
検
討

の
対
象
外
で
あ
る
南
北
朝
期

以
後
に
お
い
て
も
こ
れ
ら
は
変
容
し
て
い
な

い
か
な
ど
を
考
察
す
る

こ
と
は
、
氏
の
見
解
を
補
強
す
る
点
で
無
意
味
で
は
な
か
ろ
う
。
そ

こ
で
本
稿
で
は
右
.
、点
を
中
心
に
、
レ
ニ
世
紀
半
ば
か
ら
長
五
世
紀

に
か
け
て
の
権
宮
司
家
の
所
領

・
社
職
に
つ
い
て
整
理
を
試
み
、
中

世
大
宮
司

の
社
家
支
配
を
検
討
す
る
た
め
の
準
備
作
業
と
し
た
い
。

一
、
権
宮
司
家
の
成
立
過
程

ま
ず
、
す
で
に
周
知
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
権
宮
司
家
成
立
に
至

る
ま
で
の
社
史
を
概
観
し
て
お
こ
う
。
熱
田
社
は
三
種
の
神
器
の

一

つ
の
草
薙
剣
を
祀
る
と
い
う
伝
承
を
も
ち
な
が
ら
、
神
階
の
初
見
は

　
　

　

弘
仁
十
三
年

(八
二
二
)
に
従
四
位
下
と
高

く
は
な
か

っ
た
。
『
延

喜
式
」
に
よ
る
と
、
皇
室
祭
祀
の
月
次
祭

・
新
嘗
祭

.
相
嘗
祭

の
幣
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吊

に
与

る
こ
と
は
な
く
、
祈
年
祭
に
お
い
て
は
国
幣
社
と
し
て
規
定

さ
れ
て
お

り
、
ま
た
の
ち
の
二
十
二
社
に
も
入

っ
て
お
ら
ず
、
皇
室

由
縁
の
神
社
と
し
て
の
特
別
な
格
式
は
あ
ま
り
み
ら
れ
な
い
。
し
か

　
ら

　

し

一
方

で
は
、
康
保
三
年

(九
六
六
)
ま
で
に
神
階
は
正

一
位

に
昇

　
　
　

り
、
十

一
世
紀
初
頭

に
は

「
近
日
自
東
自
西
、
萬
民
來
」
、

尾
張
国

ハで
ロ

　ア
　

の

「
鎭
主
熱
田
宮
」
と
の
隆
盛
を
み
せ
、
ま
た
律
令
±
地
制
度

の
変

質

に
と
も
な
い
社
領

の
集
積
を
図
り
、
や
が
て

「大
宮
司
の
威
勢
國

　
　

　

司
に
も
増

り
て
、
國
の
も
の
ど
も
お
ち
恐
れ
た
り
け
り
」
と
評
さ
れ

た
よ
う

に
、
地
方
大
社
と
し
て
の
体
面
と
実
力
と
を
兼
備
す
る
よ
う

に
な

っ
た
。

と
こ
ろ
が
長
久
三
年

(
一
〇
四
二
)
頃
、
国
司
橘
俊
綱
と
の
対
立

に
よ

っ
て

「知
ら
ん
所
共
て
ん
ぜ
よ
」
と
私
領
を
没
収
さ
れ
、
「
め

し
た
て
て
ゆ
う
ほ
ど
に
、
こ
め
て
勘
當
」
さ
れ
た
大
宮
司
は
、
「
心

　
　

　

う
き
こ
と

に
候
、
御
神
は
お
は
し
ま
さ
ぬ
か
」
と
悲
嘆
し
、
そ
の
実

力
は
低
下

し
た
よ
う
で
、
そ
の
後
遅
く
と
も
十
二
世
紀
半
ば
頃
ま
で

に
熱
田
社

は
制
度
的

に
三
宮
と
し
て
国
衙
の
も
と
に
再
編
さ
れ
た
も

の
と
み
ら

れ
る
。

こ
の
経
過
を
端
的
に
示
す
の
が
尾
張
氏
か
ら
藤
原

南
家
庶
流

へ
の
大
宮
司
職
交
替
で
あ
る
。
尾
張
目
代
在
職
中
の
康
和

三
年

(
=

〇

一
)
に
没
し
た
藤
原
季
兼
と
大
宮
司
尾
張
員
職
の
娘

と
し
の
り

　ね
　

と
の
間

に
生
ま
れ
た
季
範

(寛
治
四
年
〈

一
〇
九
〇
〉
生
)

へ
、
永

〔系
図

1
〕

㊧

奉

忠

ー

廉

忠

(馬
場
家
養
子
)

信
頼

有
信

信
重

ー

信
良

ー

奉
胤

(権
宮
司
惣
検
校
馬
場
家
祖
)

季

兼

(尾
張
目
代
)

㊧範
忠

範
信
(
の
ち
千
秋
氏

)

繍工

頼朝
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ロ

　

久
二
年

(
一
=

四
)

に
大
宮
司
職
が
外
家
尾
張
氏
か
ら
譲
ら
れ
た
。

　ロ
　

こ
れ
に

つ
い
て
は
託
宣

・
霊
夢

・
霊
告
と
す
る
史
料
の
み
散
見
す
る

が
、
明
ら
か
に
尾
張
氏
が
藤
原
氏

へ
社
領
を
寄
進
し
た
こ
と
を
意
味

す
る
。

そ
し
て
季
範
は
京
都

に
進
出
し
て
居
を
六
条
坊
門
烏
丸
に
構

　ね
　

え
、
そ
の
子
女
達
は
鳥
羽

・
後
白
河
両
院
に
接
近
し
て
皇
室
を
本
所

　け
　

と
し
た
。
そ
の
結
果
、
尾
張
氏
は
権
宮
司
と
し
て
祭
祀
権
を
維
持
す

る
こ
と

に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

藤
原
氏

へ
の
大
宮
司
職
移
譲
と
権
宮
司
家
の
成
立
と
を
図
示
す
る

と

〔系
図
1
〕

の
よ
う
に
な
る
。
尾
張
員
信
の
長
男
員
頼
が
権
宮
司

の
り
と
し

の
祝
師

田
島
家
祖
、
次
男
信
頼
が
権
宮
司
惣
権
校
馬
場
家
祖
と
し
て

本
家
よ
り
独
立
分
家
す
る
が
、
そ
の
年
代
は
判
然
と
し
な

い
。

『熱

　
め
　

田
惣
検
校
尾
張
宿
祢
馬
場
氏
系
図
』
は
信
頼
の
惣
検
校
就
任
を
天
喜

二
年

(
一
〇
五
四
)
三
月
と
記
し
、
ま
た

『熱
田
大
宮
司
千
秋
家
譜
」

は
三
男
員
職

の
大
宮
司
在
職
期
間
を
寛
徳

(
一
〇
四
四
～
六
)
か
ら

応
徳

(
一
〇
八
四
～
七
)
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

一
般

に
は
十

一

世
紀
半

ば
頃

の
分
家
成
立
と
み
な
し
て
い
る
。
た
だ
分
家
と
同
時
に

祝
師

・
惣
検
校
職
が
成
立
し
た
か
ど
う
か
は

一
考
し
て
お
く
必
要
が

　

ハ

ユ
ハ

　

あ
る
。
諸
系
図
の
な
か
で

「永
仁

三
年
五
月
六
日

於
田
嶋
大
殿
御

ハ　
　

前
、
書
窺
了
」
と
の
奥
書
を
有
す
る

『
田
島
丹
波
系
図
』

に
初
出
す

る

「祭

主
権
宮
司
」
(祝
師
)
は
頼
奉
で
あ
り
、
〔系
図
1
〕
で
分
か

る
よ
う
に
藤
原
大
宮
司
季
範
と
同
世
代
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
卜

二
世
紀
初
頭
の
大
宮
司
交
替
の
渦
中
に
お
い
て
祝
師

・
惣
検
校
職
は

成
立
し
た
と
み
る
の
が
穏
当
な
よ
う
で
あ
る
。

　
ロ

　

な
お
員
頼

・
信
頼
が
大
宮
司
に
就
け
な
か

っ
た
理
由
は
よ
く
分
か

ら
な
い
。
『
田
島
丹
波
系
図
』
は
員
頼
の
母
を

「
内
大
臣
頼
通
公
祇

候
人
佐
渡
式
部
大
夫
成
季
之
女
子
」、
信
頼

の
母
を

刀
口
使
女
」

と

記
し
て
は
い
る
も
の
の
、
員
職
の
母
に
つ
い
て
は
記
載
は
な
く
、
そ

の
比
較
は
で
き
な
い
が
、
.、、兄
弟
の
な
か

で
は
員
職

の
み
が
任
官

(伊
勢
権
守
)
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
各
母

の
出
自
に
身
分
差
が
あ

っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。

次
に
権
宮
司
の
職
掌
の

一
つ
で
あ
る
祝
師
と
惣
検
校

に
つ
い
て
み

　
　

　

　
ね

　

て
お
こ
う
。
田
島
家
の
祝
師
は

「灌
宮
司
兼
祭
主
、
謂
之
祝
詞
師
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
神
事
に
お
い
て
祭
主
と
し
て
祝
詞
を
奏
上
す
る

役
職
を
指
す
る
こ
と
に
由
来
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
馬
場
家

の
惣

検
校
は
社
内
の
庶
事
を
監
督
す
る
立
場
に
あ

っ
た
と
い
う
樋
、
明
確

な
職
掌
規
定
を
見
出
せ
な
い
。
し
か
し
、
祝
師
と
惣
検
校
と
は
対
応

す
る
職
掌
用
語
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
惣
検
校
と
は
神
事

の
庶

務
に
関
わ
る
役
職
と
み
ら
れ
、
惣
検
校
の
み
が
社
内
全
般

の
庶
務

・

　ハ
　

経
営
、
例
え
ば
社
領
に
関
わ
る
こ
と
ま
で
管
轄
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

な
お
田
島

・
馬
場
家
の
順
座
は
祝
師

・
惣
検
校
在
職
者
の
年
老

に
よ
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　ほ
　

る
こ
と
、
前
出

〔系
図
1
〕

で
示
し
た
よ
う
に
馬
場
家
断
絶
の
と
き

　　
　

田
島
奉
忠
を
養
子
相
続

に
迎
え
て
い
る
こ
と
、
ま
た
馬
場
氏
も
田
島

　　
　

家
と
同
様
に
祭
主
を
勤
め
た
例
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
両
家
は
相

互
補
完
関
係
に
あ
り
、
他
姓
を
入
れ
な
い
旧
大
宮
司
尾
張
姓
権
宮
司

家
と
し

て
存
続
し
た
。

さ
て
尾
張
氏
は
権
宮
司
家
と
し
て
祭
祀
権
を
維
持
し
た
と
は
い
え
、

大
宮
司
職
が
藤
原
氏
の
も
と
に
去

っ
た
と
い
う
事
実
は
、
社
領

・
大

宮
司
家
領

が
藤
原
氏
に
渡

っ
た
こ
と
を
意
味
し
、
そ
れ
が
尾
張
氏
に

と

っ
て
経

済
的
打
撃
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
と
い

　お
　

わ
れ
て
い
る
。
そ
の

一
例
と
し
て
、
久
安
六
年

(
一
一
五
〇
)
左
大

臣
藤
原
頼

長
が
熱
田
社
の
旧
神
職

で
あ

っ
た
尾
張
成
重
の
窮
之
を
憐

れ
み
、
尾
張
日
置
荘
を
検
注
し
て
援
助
す
る
旨
を
伝
え
た
と
こ
ろ
、

成
重
は

「臣
昔
爲
熱
田
神
主
、
是
以
彼
國
有
勢
者
、
敬
禮
尤
深
、
今

貧
賎
、
向
彼
國
、
昔
從
者
必
有
蔑
、
如
何
、
況
去
神
主
職
之
日
誓
言
、

　
め
　

不
還
補
此
職
、
不
復
向
此
國
　
、
何
貧
小
利
攣
先
誓
乎
、
敢
辮
之
」

と
返
答

し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

こ
の
成
重

の
言
の
な
か
に
尾

張
氏
の
経
済
的
没
落
が
集
約
さ
れ
た
感
は
あ
る
が
、
そ
の
経
済
的
基

盤
が
す

べ
て
消
失
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

十
二
世
紀
前
期

に
お
け
る
権
宮
司
家
の
所
領
に

つ
い
て
語
る
史
料

は
い
ま

の
と
こ
ろ
管
見
に
お
よ
ば
な
い
が
、
次
節

で
述

べ
る
権
宮
司

惣
検
校
馬
場
奉
忠
の
所
有
す
る

「大
宮

・
八
劔
宮
爾
肚
新
季
大
般
若

　
り
　

纒
新
田
拾
参
町
陸
段
」
は
、
平
頼
盛
の
尾
張
国
司
在
任
中
の
長
寛
元

年

(
=

六
三
)
に
、
奉
忠
が
国
免
を
蒙
り
熱
田
社
料
田
に
引
募

っ

　　
　

た
も
の
で
、
も
と
も
と
は
奉
忠
も
し
く
は
そ

の
先
祖

の
開
発
地
で
あ

ろ
う
。
し
か
も
料
田
に
引
募

っ
た
十
三
町
六
段
は
奉
忠
の
全
所
領
を

　　
　

　　
　

示
す

「力
王
子
已
下
名
田
」
に
含
ま
れ
た
と
み
ら
れ
、
尾
張
氏
の
所

領
は
少
な
か
ら
ず
存
在
し
た
の
で
あ
り
、
ま
た
開
発
を
行
う
余
力
は

あ

っ
た
の
で
あ
る
。
先
の
成
重
の
困
窮
は
尾
張
氏
の
傍
流
で
あ
っ
た

　む
　

た
め
か
も
し
れ
な
い
。

次
節
以
下

で
は
、
こ
の
よ
う
な
権
宮
司
家

の
所
領
と
所
職
と
に
つ

　　
　

い
て
の
関
連
文
書
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
検
討
を
加
え
て
ゆ
く
こ
と

に
し
た
い
。

二
、
惣
検
校
馬
場
家

こ
れ
ま
で
管
見
に
お
よ
ん
だ
馬
場
家
の
所
領

・
所
職
に
関
わ
る
文

書
を
編
年
順
に
整
理
し
た
も
の
が

〔表
1
〕

の
十
四
通
で
、
年
紀
を

み
る
と
鎌
倉
初
期
か
ら
南
北
朝
期
に
か
け
て
の
二
世
紀
問
に
限
ら
れ

る
。
馬
場
家
の
所
領
は
、
ま
ず
次
の
⑪
⑭
文
書
に
よ
っ
て
大
略
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
。
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〔表
1
〕
惣
検
校
馬
場
家
関
係
文
書

※

『鎌
倉
遺
文
」
未
所
収
文
書

②
③
④
⑥

和

暦

年

月

日

西

暦

文

書

名

宛

所

内

容

出

典

①

寿

永
2
・
(

7
・

16

カ
)

一
一

八
三

源
頼
朝
書
状
案

故
( .馬

場)

奉忠

後家

馬
場
奉
忠
の
奉
公
に
対
す
る
礼
状

馬場

家
文書

(
熱
田
神宮

文
書)

〈
平
安遺

文
八
ー
四.
一

三
四
号〉

②

(
文
治
元
)

9
・

8

一
一

八
五

某
添
状
写
〈
包
紙
に
元
暦一

.
年
〉

(
故
〈馬

場〉

奉忠

後家

力)

馬場

奉忠

遺跡

の
本宅
・
力E

～
名
を
後
家
尼
へ
安
堵

馬
場
家
文
書
〈
張
州
雑
志
巻三五〉

③

建

久

3
・

12
・

10

一

一

九一
.

将
軍
家
(
源
頼
朝)

政
所
下
文写

尾張

国熱

田
宮
権
宮
司
(
馬場
)

奉忠

後家

馬場

奉忠

遺
跡
の
本宅

・
力王

r
以ド

名田

安
堵

熱
田
宮
及
大
宮
司
文
書
写
〈
名
古
屋
市
史
資
料
本〉

④

正

治

2
・

8
・

一
一
.

○

○

源
頼
家
下
文
写

熱
田
社講

衆
(馬

場)

廉
忠

本
所
安
堵

熱
田
宮
及
大
宮
司
文
書
写
〈
名
古
屋
市
史
資
料
本〉

⑤

(
文
暦
2
)

=
..

二

五

尾張

(
馬
場)

親継

申
状
案
〈断

簡〉

熱
田社

家、

国
衙

焼
失
私
領
名
田
調度

文書

の
紛
失
証判

申請

粟
田
巌穂

氏所

蔵
文
書
〈
鎌
倉
遺
文補

遺.
.
1

=

七一
.

号
〉

⑥

(
正
嘉
2
・

8
カ
)

=
、

五
八

将
軍家

(
宗
尊
親
f)

政所

下
文
写
く
断
簡V

熱
田
宮
権宮

司
散
位尾

張
(
馬
場)

親継

相
伝
私
領知

行安

堵

熱
田
宮
及
大
宮
司
文
書
写
〈
名
古
屋
市
史
資
料
本〉

⑦

永

仁

5
・

2
・

25

一
一
.

九

七

伏
見
天
皇
女
房
奉
書

( .馬

場奉

仲
力
)

成
武郷

相伝

知
行
安
堵

馬場

家文

書
(
熱田

神
宮文

書)

〈
鎌
倉遺

文.
.

五
-

九,.
八
八
号V

⑧

元
亨
元
・

4
・

一

.

三
』

一

か
や
そ
ゐ
局
安
堵
状

あ
つ
た
の

す
け
こ

大
夫

成武

郷
内
の
馬
場
員
仲
相
伝分

知
行
安
堵

馬場

家文

書
(
熱田

神
宮文

書)

〈
鎌
倉遺

文. ..
六
1.
.

ヒ
七七

七号

〉

⑨
、暦

応

2
・

8
・

一
.

二 .
二

九

尾
張
(
馬
場)

良
継申

状
案
〈断

簡〉

所領

文書

紛失

の
証
判
申
請

粟
田
巌
穂
氏所

蔵文

書
く

.

宮
市
史、

資料

編
六
-

五
互..
号V

⑩

観

応

2
・

5
・

22

一

三
五
一

尾
張
(
馬
場)

良
継譲

状

宝
光
庵
方
丈
等

知
行所

々
の
分割

譲
与
(庶

子分

力)

田
島家

文書

(熱

田
神
宮
文
書)

〈
熱
田
神宮

文
書
写
真
版
〉

⑪

文

和

3
・

11
・

10

一
.

二

五

四

尾
張
(
馬場

)

伊賀

守実

仲譲

状

尾
張
(
馬
場)

家
仲

相伝

屋敷

・
散在

田畠

・
破野

等を

嫡～

家仲

へ
譲与

粟
田
厳穂

氏所

蔵
文書

〈
名
占
屋
温
故
会
史料

葉
書〉

⑫

貞治

6
・

11
・

14

一
.

二

六

七

崇
光
L

皇
院宣

写

尾
張
(
馬
場)

美
作
権
守
家
仲

惣
検校

職
・

源人

夫社

祢宜

職
以
ド所

帯
安堵

馬
場
家
文
書
(熱

田
神宮

文
書)

〈
千
秋家

文書

ヒ
巻一

.
四
号V

⑬

応

安
3
・

12
・

一
.

ニ

ヒ

○

熱
田
太
神宮

庁補

任状

写

散
位
尾
張
(
馬
場
力
)

秀
仲

御井

料
田
5
段知

行安

堵

熱
田
神
宮
文
書
〈
千
秋
家
文
書
中
巻二九六
号〉

⑭

応

安
5
・

8
・

一

.

二

七
一

.

尾
張
(
馬場

)

美作

守家

仲
譲
状
写

尾
張
(
馬
場)

常
隆
介
重
仲

相
伝屋

敷、
.

円神

領郷

司職
、

散在

田馨

を
電仲
へ
譲
与

粟田

竹人

夫
家
文
書

登

宮市

史
・

史料

編
六
ー
.

一
五
五
号〉

[⑪
文
書
]
尾
張

(馬
場
)
伊
賀
守
実
仲
譲
状

譲
付
屋
敷
田
畠
膿
野
等
事

A
口

所 所 所 所

熱
田
宮
西

屋
敷

菖
蒲
池

参
町
陸
段

参
町

壼
町

〔所
脱
〕伍

段

限
東
律
之
木

限
南
小
路

四

至

限
西
寳
光
安
寺

限
北
鯨
吐
路

同
宮
領
成
武
畠

加
余
畠
定

同
宮
供
御
所

野
依
膿
野

同
宮
御
油
新
所

細
地
脇
暖
野

同
宮
供
御
所

塔
迫
田

[期

]

母
儀

一
胡

後
、
可
知
行
也
、

　　
　
　

右
件
屋
敷
井
散
在
田
畠
暖
野
等
者
、
伊
賀
守
實
仲
重
代
相
傳
地

也
、
爲
病
躰
之
間
、
相
副
關
東
代
々
御
下
文
井
次
第
誰
文
等
、

嫡
男
家
仲
永
所
譲
付
也
、
敢
付
親
疎
、

不
可
有
他
妨
、
傍
爲
後

日
譲
渡
之
状
如
件
、

文
和
三
年
十

一
月
十
日

伊
賀
守
實
仲

(花
押
)

[⑭
文
書
]
尾
張

(馬
場
)
美
作
守
家
仲
譲
状
写

(断
簡
)

(前
欠
)

山
田
郡

野
寄
荒
野
参
町
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中
嶋
郡

称
耀
名
郷
司
職

山
田
郡

大
金
塔
迫
七
段

〔右
力
〕

(馬
場
)

口
件
屋
敷
井
散
在
田
畠
等
者
、
美
作
守
家
仲
重
代
相
傳
之
本
領

ロ　
カ
ロ

ロ　
　カ
ロ

而
、
當
知
行
無
相
違
地
也
、
然
問
任
則
關
東
口
々
御
下
知
井
次

(馬
場

)

〔也
力
〕

第

謹
文
等
、
常
陸
介
重
仲
永
所
譲
付
口
、
錐
然

一
期
後
者
、
鍔

若
丸
直
仲
可
被
譲
与
者
也
、
口
斯
定
置
上
者
、
敢
不
可
成
其
外

者

望
、
価
爲
後
日
口
依
渡
状
如
件
、

磨
安
五
年
八
月

日

惣
検
校
美
作
守
家
仲

(花
押
影
)

[⑪
文
書
]
は
文
和
三
年

(
一
三
五
四
)
に
馬
場
実
仲
が
嫡
男
家

仲
に
譲
与
し
た
重
代
相
伝
地
を
記
し
て
い
る
。
そ
の
内
訳
は
⑦
屋
敷

地
と
⑦
熱
田
社
領
成
武
郷
内
の
畠
地

・
同
社
供
御
所

・
同
社
御
油
料

所
の
田
地

・
暖
野
の
計
八
町

一
段
の
散
在
田
畠
暖
野
で
、
屋
敷
地
と

成
武
郷

の
畠
地
以
外
の
所
領
は
、
供
御
所

・
油
料
所
な
ど
と
し
て
特

定
の
用
途

に
宛
て
ら
れ
た
料
田
畠

(暖
野
を
含
む
)
で
あ
る
。
ま
た

[⑭
文
書
]
は
応
安
五
年

(
一
三
七
二
)
家
仲
が
叔
父
重
仲

に
譲
与

し
た
屋
敷
地

・
散
在
田
畠
な
ど
を
記
し
て
い
る
が
、
こ
の
な
か
に
は

　　
　

「
中
嶋
郡

珠
耀
名
郷
司
職
」
と
あ
る
よ
う

に

一
円
神
領

の
郷
司
職

も
含
ま
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
惣
検
校
馬
場
家
の
所
領
は
、
熱
田
社

領
の

一
部
を
構
成
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

な
お
右

に
あ
げ
た
所
領

は
、

[⑪

文
書

]

に

「
一
所
壼

町

欄
魑
鰍
駒
蜥

母
儀
一胡
鱗

可
知
何
也
」
の
註
記
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
全
体

と
し
て
は
惣
領

に
譲
与
さ
れ
た
所
領

で
あ
る
。
し
か
し

[⑩
⑬
文
書
]

に
よ
る
と
、
没
後

の
追
善
の
た
め
に
庶
子
や
僧
侶
に
対
し
て
小
規
模

　あ
　

の
田
畠
が
譲
与
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

[⑪
⑭
文
書
]
以
外

の
所

領
も
若
干
所
有
し
て
い
た
。

で
は
馬
場
惣
領
家

の
相
伝
所
領
は
、
社
領

と
は
い

っ
て
も
ど
の
よ

う
な
性
格
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
長
文

で
は
あ
る
が
、
そ

の
性
格
を
端
的

に
示
し
て
い
る

[⑤
文
書
]

を
み
て
お
こ
う
。

[⑤
文
書
]
尾
張

(馬
場
)
親
継
申
状
案

(断
簡
)

の　
カ
ロ

熱
田
宮
神
官
散
位
尾
張
宿
祢
親
継
解
、
申
請
杜
家
國
衙
口

口請
早
且
任
先
例
傍
例
、
申
請
杜
家
井
國
衙
御
謹
到
、
備
後

ロ　
ロ

代
轟
口
、
去
年
十
二
月
廿
八
日
未
剋
令
焼
失
私
領
名
田
調

度
文
書
等
子
細
状
、

合
拾
通

⑦
神
宮
寺
修
理
新
田
拾
町
事

ヰ

一
通

母
堂
賢
子
藤
原
氏
譲
干
親
継
状
理
水
元
口
口

　ぽ
　
　
ま
　

件
新
田
者
、
去
建
久
年
當
國
冷
泉
大
納
言
家
御
任
中
、
親
継
母

堂
[
]
氏
申
請
五
十
町
奉
冤
廉
宣
、
令
寄
進
當
寺
修
理
新
田
畢
、
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彼

一
期
口
終
建
永
元
季
四
月
日
逝
去
之
刻
、
五
十
町
内
以
四
十

町
者
、
譲
干
子
匝
信
範
明
鰐

議

以
拾
町
譲
干
親
継
畢
、
各
相

ロ　
　

ロ

傳
領
掌
而
致
口
口
口
造
事
、
既
経
敷
十
年
年
者
也
　
、

⑦
「
撫
職
噌
)八
鍔
宮
爾
杜
新
季
大
般
若
纒
新
田
拾
参
町
陸
段
事

通 通 通 通 通

 

件
新
田
者
、

引
募
講
経
供
新
田
畢
、

絹
参
疋
井
請
檜
供
新
、

者
、
年
年
[
]

依
不
弁
、

　　
　
　
　

神
官
奉
忠
宿
祢
申
給
池
大
納
言
家
御
奉
冤
臆
宣

ホ

奉

忠

譲

干

子

息

廉

忠

状

永
安
五
年

二月
+
八
日

ホ

廉
忠
譲
干
子
息
頼
嗣
状
丞
兀
一.年
二月
+
百

頼
嗣
干
親
継
状
寛
喜
元
年
五
月
二日

久
田
弥
五
郎
左
衛
門
尉
清
嗣
牛
跡
里
廿
坪
壷
町
去

の
文
鮨

去
長
寛
年
中
池
大
納
言
家
御
任
中
、
奉
忠
蒙
國
冤
、

親
継
既
四
代
相
傳
、
而
有
限
杜
家
上
分

毎
年
無
解
怠
者
也
、
牛
跡
里
廿
坪
壼
町

令
去
出
畢
、

⑰

一
神
宮
寺
藥
師
講
田

一
町
五
段
井
同
法
花
纒
新
田
五
町
事

一
通

愛
智
郡
前
地
頭
圖
書
左
衛
門
尉
時
施
行
承
久
元
口

四
至
㎜
醸
麟

耀
踊
醍
部
堤

一
通

名
主
良
逞
入
道
放
券
元
仁
元
年

一
通

藤
原
氏
灘
銘
譲
干
親
継
状
貞
水
元
年

一
通

當
地
頭
琿
尼
以
同
余
田
五
町
被
奉
寄
法
花
経
新
田

状
同
年

件
新
田
者
、
神
宮
寺
修
理
勧
進
良
逞
法
師
子
息
大
江
成
宗
之

開
獲
、
愛
智
郡
小
船
津
里
也
、
成
宗
譲
付
親
父
良
逞
己+
、
良

逞
去
承
久
元
年
藥
師
講
田
陸
町
伍
段
蒙
國
冤
之
内
、
以
此
田

ロ　
ロ

ニ

一
町
五
段
、
令
口
募
彼
内
畢
、
其
後
元
仁
元
年
絹
捌
疋
代
仁

マ　
き

令
放
券
親
継
養
母
藤
原
氏
浮
恕
畢
、

藤
原
氏
貞
口
口
年
譲
干

親
継
己
†、
而
當
地
頭
御
時
、
以
彼
余
田
五
町
、
被
奉
寄
當
寺

之
法
花
新
田
者
也
、

ロ　
ロ

　ぬ
　
と
　
　
ロ

右
件
私
領
名
出
文
口
等
、
去
年
十
二
月
廿
八
日
未
剋
、
自
鎭
皇

　　
　
　

門
之
西
災
火
出
來
、
暴
風
起
巽
之
間
、
八
劔
宮
拝
殿

・
日
張
宮

御
殿
炎
上
井
在
家
百
饒
宇
焼
亡
之
刻
、
今
所
注
進
之
調
度
文
書

等
併
以
所
口
焼
失
也
、
然
者
早
且
任
先
例
傍
例
、
申
請
杜
家
井

〔備
後
代
之
亀
鏡
、価
勒
在
状
以
解
〕
、

國
衙
御
誰
到
、
將
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口

(後
欠
)

　お
　

本
文
書

に
つ
い
て
は
す

で
に
上
村
喜
久
子
氏
に
よ
っ
て
検
討
さ
れ

て
い
る
が
、
以
下
氏

の
論
に
拠
り

つ
つ
筆
者
な
り
に
整
理
し
て
お
き

た
い
。

こ
の
申
状
案
は
、
馬
場
親
継
が
文
暦
元
年

(
一
壬

二
四
)
十

二
月
廿
八
日
の
熱
田
社
炎
上
の
際
に
焼
失
し

た

「私
領
名
田
調
度
文

　が
　

書
」

の
紛
失
証
判
を

「杜
家
井
國
衙
」
に
申
請
し
た
も
の
で
あ
る
。

親
継

の
私
領
名
田
は
、
⑦
神
宮
寺
修
理
料
田
十
町
、
⑦
人
宮

・
八
剣

宮
両
社
新
季
大
般
若
経
料
出
十
三
町
六
段
、
◎
神
宮
寺
薬
師
講
田

一
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町
五
段

・
同
法
華
経
料
田
五
町
で
、
い
ず
れ
も
料
田
、

つ
ま
り
熱
田

社
領
で
あ
る
。

各
所
領

の
成
立

・
譲
与
過
程
を
み
て
ゆ
く
と
、
⑦
は
親
継
の
母
藤

原
賢
子

が
建
久
年
間

(
一
一
九
〇
～
九
)

に
尾
張
国
司

で
あ

っ
た

　レ
　

「
冷
泉
大
納
言
家
」
藤
原
隆
宗
に
庁
宣
を
受
け
、
熱
田
社

へ
寄
進
し

て
成
立

し
た
熱
田
神
宮
寺
修
理
料
田
五
十
町
で
、
建
永
元
年

(
一
二

〇
六
)
四
月
の
賢
子
死
去
に
際
し
て
、
そ
の
う
ち
十
町
を
親
継
が
譲

り
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
⑦
は
前
節
で
少
し
述
べ
た
が
、
長
寛
元
年

(
一
一
六

三
)
に
親
継
の
祖
父
奉
忠
が
国
司
頼
盛
の
庁
宣
を
受
け

て

　が
　

「引
募
」

っ
た
大
般
若
経
料
田
で
、
祖
父
奉
忠
ー
父
廉
忠
1
兄
頼
嗣
-

親
継
と
代
々
惣
検
校
家
に
相
伝
さ
れ
た
所
領
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
牛

跡
里
廿
坪
の

一
町
は
久
田
清
嗣
に
売
却
し
て
、
残
り
十
二
町
六
段
を

親
継
が
相
続
し
て
い
る
。
熱
田
社
に
は
毎
年

「上
分
」
と
し
て

「絹

参
定
井
請
檜
供
新
」
を
納
め
る
こ
と
が
国
免
を
受
け
料
田
と
す
る
と

き
に
定

め
ら
れ
た
条
件
で
あ

っ
た
。
◎
は
大
江
成
宗
が
開
発
し
た
愛

智
郡
小

船
津
里
を
神
宮
寺
修
理
勧
進
僧
で
あ
る
父
良
逞
に
譲
与
し
、

良
逞
が
承
久
元
年

(
一
一
=

九
)
に
国
免
を
受
け
た
薬
師
講
田
六
町

五
段
の
う
ち

一
町
五
段
を
元
仁
元
年

(
一
二
二
四
)
に
親
継

の
養
母

藤
原
浄
忍
が

「絹
捌
疋
」
で
買
得
し
て
、
こ
れ
を
貞
永
元
年

(
一
二

三
二
)

に
親
継
が
譲
り
受
け
た
も
の
で
、
残
り
五
町
は
同
年
に
当
地

頭
の
禅
尼
が
神
宮
寺
法
華
経
料
田
と
し
て
寄
進
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
親
継
の
相
伝
し
た
所
領
は
、
も
と
も
と
熱
田
社
に
対

し
て
修
理
料
な
ど
の
神
役
負
担
を
条
件

に
国
衙

へ
の
負
担
を
免
除
さ

れ
た
免
田
で
あ
り
、
「
は
じ
め
に
」
に
記
し

た
上
村
氏

の
社
領
分
類

の
@

1
◎

に
該
当
す
る
。
具
体
的
な
神
役
は

[⑤
文
書
]
⑦

に
み
え

る

「杜
家
上
分
絹
参
定
井
請
檜
供
新
」
と
称
す
る
も
の
で
、
熱
田
社

に
は
親
継
を
介
し
て
こ
の
L
分
を
得
る
の
み

の
権
益
が
あ

っ
た
に
す

ぎ
な
い
。
こ
れ
が
熱
田
社

の
料
田
に
対
す
る
支
配
の
す
べ
て
で
あ

っ

て
、
新
規
の
課
税
や
検
注
な
ど
の
権
限
を
有

し
た
わ
け
で
は
な
か

っ

　　
　

た
の
で
あ
る
。
ま
た
上
村
氏
の
指
摘
に
よ
る
と
、
親
継
の
所
領
の
相

伝
経
緯
を
示
す
も
の
は
馬
場
家
内
部

の
譲
状

だ
け
で
、
大
宮
司
は
そ

の
安
堵

に
さ
え
関
与
し
て
は
い
な
か

っ
た
。

そ
れ
は
料
田
を
引
募

っ

て
寄
進
す
る
者
の
権
益
が
大
宮
司
よ
り
も
強
く
残
る
た
め
と
い
う
。

こ
れ
は
極
め
て
重
要
な
指
摘
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
単
純
に
考
え
ら
れ

て
い
た
本
所
皇
室
1
大
宮
司
-
社
家

(権
宮
司
を
含
む
)
と
い
う
支

配
関
係
に
変
更
を
迫
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

で
は
馬
場
家
所
領
の
安
堵
の
主
体
は
ど
こ
に
求
め
ら
れ
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
そ
の
具
体
例
を
み
て
お
こ
う
。
ま
ず
元
亨
元
年

(
一
三
二

一
)
の
次
の
安
堵
状
を
あ
げ
て
お
き
た
い
。

[⑧
文
書
]
か
や
そ
ゐ
局
安
堵
状
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(花
押
)

　
ゑ

の

　

　
　

　

　

　

　

　

　
　

　

あ

つ
た

の
宮

の
御

り

や

う

な

り

た

け

の

か

う

の

う

ち

、

神

官

　
　

　

　

　
　

た

　

　
　

　

　
　

　

　

か
す
な
か

＼
さ
う
て
ん
の
ふ
ん
三
丁
六
反
、

た
い
ー

の
院

(
宵

)

(知
)

(
相

違

)

、

(
宵

)

せ

ん

を

給

り

て
ち

行

さ

う

ゐ

な

き

う

へ

・
、

か

の

院

せ

ん

の

　　
　

　
ゴ

　

　

　　

む

ね

に

ま

か

せ

て

、

し

さ

い

あ

る

へ
か

ら

さ

る

よ

し

、

り

や

う

ゑ
　

　
　

　
　

　

　　
　

で
く
カ
ロ

け
か
や
そ
ゐ
と
の
＼
御

つ
ぼ
ね
お
ほ
せ
事
候
、
あ
な
か
[

元
亨
元
年
卯
月

日

あ

つ
た
の
す
け
こ
大
夫
殿

　　
　

こ
の
安
堵
状
に
よ
る
と
、

一
円
神
領
成
武
郷

の
う
ち
馬
場
員
仲
の

相
伝
知

行
分
三
町
六
段
の
安
堵
は
、
「た
い
ノ
＼

の
院
せ
ん
を
給
り

て
ち
行

さ
う
ゐ
な
き
」
と
あ
り
、
「
は
じ
め
に
」

の
上
村
氏
指
摘

の

　ね
　

◎
の
通
り
院
宣
に
よ

っ
て
行
わ
れ
て
い
た
。

こ
の
三
町
六
段
が
⑦
公

文

・
政
所

・
郷
司
な
ど
の
現
地
管
理
職
も
し
く
は
社
職

に
と
も
な
う

給
分
な
の
か
、
⑦
料
田
と
し
て
員
仲
の
先
祖
が
社
領
と
し
て
寄
進
し

た
も
の
な
の
か
、

こ
の
安
堵
状
は
何
も
語

っ
て
は
く
れ
な
い
が
、
院

　れ
　

宣
に
よ
る
安
堵
か
ら
判
断
し
て
⑦
の
可
能
性
は
な
く
、
④
に
該
当
す

る
よ
う
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
の
所
領
は

「
は
じ
め
に
」
の

上
村
氏
指
摘
の
②
ー
◎
に
あ
た
る
が
、
加
え
て
@
ー
⑦
の
性
格
を
も

持
ち
合
わ
せ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
社
領
で
あ
る
以
上
、
熱
田

社

へ
の
上
分
は
存
在
す
る
わ
け
で
、

こ
の
地
の
性
格
は

[⑤
文
書
]

　ハ
　

の
親
継
の
所
領
と
同
様
と
み
な
さ
れ
る
。

但
し
、

[⑪
文
書
]
に
記
さ
れ
た
所
領
の

一
つ
に

「
一
所

参
町

陸
段
胴
紺
闘
繊
武
白国」
と
あ
る
こ
と
は
、
成
武
郷

の
う
ち
定
畠

の

一
つ
の

加
余
畠
が
大
宮
司
か
ら
の
給
分
と
な

っ
て
い
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。

給
分
は
社
領
の

一
部
を
神
職

に
給
し
た
田
畠

や
熱
田
社

へ
の
上
分
そ

の
も
の
を
給
し
た
も
の
で
、
給
与

に
際
し
て
は
次
の
よ
う
な
宛
行
状

が
発
給
さ
れ
る
。

宛
行

宮
楠
大
夫
資
衡

給
分
事

右
、
以
穗
保
御
上
分
跡
宛
行
候
也
、
彼
御
年
貢
廿
五
貫
文
内
、

以
十
五
貫
文
者
、
帯
装
束
令
調
進
也
、
残
十
貫
文
者
、
可
爲
恩

給
之
状
如
件
、

　
　
　

貞
和
二
年
十

一
月
三
日

こ
の
宛
行
状
は
貞
和
二
年

(
一
三
四
六
)
下
級
神
職

の
宮
楠
大
夫

資
衡
に
穂
保
郷
の

「御
上
分
跡
」
を
給
分
と
し
て
与
え
た
も
の
で
、

も
と
も
と
存
在
し
た
熱
出
社

へ
の
年
貢
二
十
五
貫
分
の
う
ち

「帯
装

束
」
料
と
し
て
十
五
貫
文
を
調
進
さ
せ
る
条
件
を
付
け
て
、
残
額
十

貫
文
を
恩
給
と
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

こ
の
例
か
ら
員
仲
の
相

伝
地
は
本
所
院

へ
の
直
接
負
担
が
義
務
付
け
ら
れ
て
、
給
分
と
し
て

与
え
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
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い
ず
れ
に
し
ろ
そ
の
支
配
関
係
は
、
本
所
伏
見
院
-
領
家
か
や
そ

ゐ
局
-
馬
場
員
仲
と
な
り
、
こ
れ
に
大
宮
司
が
ま

っ
た
く
関
与
し
て

い
な
い

こ
と
は
特
に
注
目
さ
れ
る
。
さ
ら
に
領
家
の
存
在
に
は
興
味

が
も
た
れ
る
が
、
か
や
そ
ゐ
局
が
熱
田
社
領
全
体
の
領
家

で
あ

っ
た

と
は
考

え
難
く
、
院
が
局
に
熱
田
社
か
ら
の
得
分
の

一
部

で
あ
る
成

武
郷
を
、
も
し
く
は
員
仲
相
伝
知
行
分
か
ら
の
年
貢

(院
役
)
を
分

与
し
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
宛
所
で
あ
る

「
あ

つ
た

の
す
け

こ
大
夫
」
が
誰
人
な
の
か
判
然
と
し
な
い
が
、
大
宮
司
と
記

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

一
円
神
領
の
実
質
経
営
を
行
う
権
宮
司

　お
　

層
の

一
員
、
ま
た
は
成
武
郷
の
郷
司
、
あ
る
い
は
当
時
の
馬
場
家
惣

領
で
あ

る
惣
検
校
良
継
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
と
み
ら
れ
る
が
、
後

考
に
侯
ち
た
い
。

次
に
南
北
朝
動
乱
初
期
で
、
後
醍
醐
天
皇
崩
御
前
後
の
暦
応
二
年

(
一
三
三
九
)
八
月
の

[⑨
文
書
]
を
み
て
お
こ
う
。

[⑨
文
書
]
尾
張

(馬
場
)
良
継
申
状
案

(断
簡
)

⑦

口

]
状
等
紛
失
畢
、
但
先
代
之
時
、
依
訴
訟
事
、
良
継
在
鎌

〔参
力
〕

⑦

倉
之
時
、
口

口
]

口

河
前
司
前
披
見
畢
、

次
當
知
行

ロ　
カ
ロ

事
、
大
宮
司
上
野
介
季
氏

・
小
笠
原
二

口

四
郎
鵜
綱
名
和
・
山

田
次
郎
入
道
催

迫
.
貝
越
三
郎
藏
人
撫

氏億

近
隣
之
口

A.

存
知
者
也
、

愛
建
武
二
年
十
二
月
將
軍
家
御
上
洛
之
刻
、
當

　
ぬ

　

　

　

肚
御
坐
口
良
継
致
忠
節
之
間
、
御
所
疇
事
、
任
右
大
將
家
御
例
、

可
致
精
誠
之
由
、
同
口
廿
五
日
恭
所
被
成
下
御
教
書
也
、
加
之
、

㊤
宮
内
大
輔
殿

・
高
美
作
太
郎
當
國

[

]

時
、
良
継
重
致
忠

節
之
間
、
本
領
等
不
可
有
相
遠
之
由
、
給
御
下
知
畢
、
然
早
下

ロ　
ロ

ロ

紛
失
御
下
知
、
備
後
代
轟
鏡
、
弥
為
抽
御
所
疇
之
忠
勤
、

言
上
如
件
、

暦
慮
二
年
八
月

日

こ
の
申
状
案
は
馬
場
良
継
が
所
領
知
行
関
係
文
書
を
紛
失
し
た
た

め
に
、
そ
の
紛
失
状
を
申
請
し
た
も
の
で
あ

る
。
良
継
当
知
行
の
正

当
性
は
、
⑦
に
大
宮
司
藤
原
季
氏
や
近
隣
の
地
頭
で
あ
る
小
笠
原
二

郎
四
郎

・
山
田
次
郎
入
道

・
貝
越
三
郎
蔵
人
ら
が

「令
存
知
者
」
と

な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
申

状
の
宛
所
が
大
宮
司
で
は
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
ま
た
◎
に

箱
根
竹
下
合
戦
に
勝
利
し
た
足
利
尊
氏
が
西
上
の
途
次
、
良
継
に
所

　　
　

疇
を
命
じ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
㊤
に
は
在
国
守
護
代
と
み
ら
れ
る

宮
内
大
輔

・
高
美
作
太
郎
に
よ

っ
て

「本
領
等
」
の
安
堵
を
受
け
た

と
あ
る
。

つ
ま
り
良
継
の
所
領
を
安
堵
し
た
の
は
大
宮
司
以
外
の
権

力
者
で
あ
り
、
[⑧
文
書
]
の
よ
う
に
本
所
院

で
も
な

い
。

そ
れ
は

当
時
の
情
勢
か
ら
尊
氏

(幕
府
)
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ

し
て
⑦
に
よ
る
と
、
良
継
は
鎌
倉
期
に
は
御
家
人
で
あ
り
、
幕
府
に
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よ
り
所
領
安
堵
を
受
け
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は

「
は
じ
め
に
」

の
上

村
氏
指
摘

の
◎
の
修
正
を
意
味
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

こ
れ
を
端
的

に
示
す
の
が
次
の
二
通
の
文
書
で
あ
る
。

[⑥
文
書
]
将
軍
家

(宗
尊
親
王
)
政
所
下
文
写

(断
簡
)

將
軍
家
政
所
F

熱
田
宮
灌
宮
司
散
位
尾
張
親
纏

可
令
早
領
知
、
尾
張
國
熱
田
神
宮
寺
修
理
新
田
拾
町

・
同
大

宮
八
剣
宮
繭
吐
新
季
大
般
若
純
新
田
拾
参
町
陸
段

・
神
宮
寺

藥
師
講
田
壼
町
伍
段

・
同
法
花
纏
新
田
伍
町

・
本
仁
王
講
田

参
拾
町
翻
麟
・
當
宮
南
大
門
西
屋
敷
等
事

右
如
申
状
者
、
本
L
曾
岨
父
奉
忠
後
家

・
耐
父
廉
忠
等
聯
穂
、

　

建
久

・
正
口
給
嘗
家
御
ド
文
、
相
傳
知
行
無
相
違
之
間
、
親
縫

得
其
譲
領
知
之
庭
、
文
暦

兀
年
長
、
、月
汁
八
日
炎
L
之
時
、
御

ム
ロ
カ

ド
文
以
ド
之
澄
文
等
口
紛
失
之
間
、
同

.季

.
、月
ト
ビ
日
前
大

宮
司
能
範
以
下
吐
官
、
講
衆

・
御
家
人

・
在
聴
血
紛
失
誰
到
己
七、

任
彼
状
、
爲
後
代
欲
被
賜
安
堵
御
下
文
忽
融
、
伍
被
尋
ド
人
宮

司
範
廣
之
庭
、
如
今
月

一
日
請
文
者
、
御
ド
文
焼
失
井
紛
失
状

及
當
知
行
之
條
、
親
纏
申
状
無
相
違
、
且
無
可
支
申
之
仁
む
灘

手
・紛
力

者
、
此
h
者
不
及
子
細
、
任
建
久

・
正
治
御
下
文
手
口
失
謹
到

・

養

母
尾
張
氏
女
仁
治
二
年
正
月
廿
八
日
譲
状
、
且
守
先
[
隙
.
)

こ
の
文
書
に
よ
る
と
、
親
継
が
神
宮
寺
修
理
料
田
長
町
そ
の
他
の

所
領
に
つ
い
て
、
幕
府
に
対
し

「
爲
後
代
、

欲
被
賜
安
堵
御
下
文
」

し
た
の
で
、
幕
府
は
大
宮
司
藤
原
範
広
に
子
細
を
尋
ね
調
査
し
、
そ

の
結
果
親
継
の
申
分
が
正
当
で
あ

っ
た
の
で
将
軍
家
政
所
下
文
に
よ
っ

て
こ
れ
を
安
堵
し
て
い
る
。
人
宮
司
が
関
与
し
た
の
は
、
文
暦
元
年

(
一
一
、三
四
)
十
二
月
甘
八
日
の
熱
田
社
炎
上

に
よ

っ
て
、
親
継
が

所
持
し
て
い
た
所
領
に
関
す
る
幕
府
ド
文
以
下
の
証
文
を
紛
失
し
た

の
で
、
そ
の
証
判
を
記
し
た
だ
け
で
あ
る
。
本
文
書
は
前
出

[⑤
文

書
]
の
申
請

に
よ

っ
て
発
給
さ
れ
た
紛
失
状
を
さ
ら
に
確
た
る
も
の

と
す
る
た
め
に
、
親
継
が
最
終
的
に
幕
府

へ
そ
の
安
堵
を
求
め
た
も

の
と
い
え
よ
う
。
た
だ
二
十
年
以
上
を
経
て
幕
府

へ
の
安
堵
願
い
に

は
や
や
疑
問
が
の
こ
り
、
本
文
書
の
真
偽
を
疑
う
べ
き
か
も
し
れ
な

い
。い

ま

一
通
の
文
書
は
前
出

[⑪
文
書
]
尾
張

(馬
場
)
伊
賀
守
実

仲
譲
状

で
あ
る
。
こ
の
譲
状

に

「關
東
代
々
御
下
文
」
が
添
え
ら
れ

て
い
た
こ
と
は
、
実
仲
重
代
相
伝
所
領
が
幕
府
の
安
堵
に
よ

っ
て
保

証
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、

[⑥
文
書
]
と
同
様
に
馬
場

家
は
御
家
人
で
あ

っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。

馬
場
家
が
鎌
倉
御
家
人
と
な

っ
た
経
緯
は
、
寿
永
.
、年

(
一
一
八

..、)
ヒ
月
十
六
日
付
と
推
定
さ
れ
る
馬
場
奉
忠
の
未
亡
人
宛

の
源
頼

　
　

　

朝
書
状

「①
文
書
」
に
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
書
状
で
頼
朝
は
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ぽ

　

　

　
な

　

　

　
む

　

　
　

　

　

「故
奉

忠
す
い
ふ
ん
ほ
う
こ
う
ち
う
あ
る
仁

に
候
」
「
た
か
ひ
せ
ら

　
ゆ

　

　

な

な

　

　
が

　

　

れ

て

候

ら

ん
事

、

眞

實

な

け

き

入

て

候

」

「
と

も

た

＼

の

き

た

う

ハ
　

　

　

ハ
ム
　
　

ハ
み

　
る
お
　

　
　

　

　　
　

か

ん

の
う

し

て
、

い

ま

は

ふ

し

き

の

い

の
ち

、

い
き

て
か

く

て
候

」

　
　

た

　

　
　

　

と
奉
忠

の
奉
公
祈
疇
に
深
く
感
謝
し
た
の
ち
、
「
ち
き
や
う
の
ふ
ん

　
　

　

　
あ

　

　　

　
　

ハ
ヨ

　

お
ち
う

し
て
ま
い
ら
せ
候

へ
、
よ
き
さ
ま
に
は
か
ら
ひ
申

へ
く
候
」

と
未
亡
人
に
奉
忠

の
遺
領
相
続
の
安
堵
を
申
し
出
て
い
る
。
具
体
的

に
は
包
紙

に
元
暦
二
年

(
=

八
五
)
と
記
さ
れ
る
次

の
文
書
が
あ

る
。[②

文

書
]
某
添
状
写

奉

忠
後
家
尼
本
宅
井
二力
王
子
名
給
候
由
也
、
鎌
倉
殿
御
下
文

[
]

給
庭
候
、
早
令
存
知
此
旨
、
委
細
期
[
]
状
如
件
、

　　
　
ニ
　

　

九
月
八
日

(花
押
影
)

[②
文
書
]

に
み
え
る

「鎌
倉
殿
御
下
文
」
の
存
在
は
明
ら
か
に

で
き
な

い
が
、
元
暦
二
年
九
月
ま
で
に

[①
文
書
]
の
頼
朝

の
約
束

は
果
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
よ
う
。
さ
ら
に
建
久
三
年

(
二

九
二
)

の

[③
文
書
]
に
よ

っ
て
奉
忠
未
亡
人
は
再
度
遺
領

の
領
掌
を
確
認

　の
　

さ
れ
、

ま
た
正
治
二
年

(
一
二
〇
〇
)

に
は
源
頼
家

[④
文
書
]
に

よ

っ
て
子
息
の
廉
忠
に
安
堵
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

[③
文
書
]
将
軍
家

(源
頼
朝
)
政
所
下
文
写

ロタ
　
カ
ロ

將
軍
家
政
所
下

尾
張
國
熱
田
宮
権
宮
司
奉
忠
後
[
]

可
早
任
相
傳
安
堵
本
宅
、
令
沙
汰
力
王
子
井
所
[
]
私
領
田

畠
事

ド
に

カ

右
件
本
宅
井
力
王
子
已
下
名
田
、
任
故
奉
忠
之
沙
汰
、
後
家
口

無
相
違
令
領
掌
、
可
致
沙
汰
之
状
如
件
、
以
下
、

建
久
三
年
十
二
月
十
日

案
主

令
民
部
少
丞
鵬
畔

判

知
家
筆
D

在
D

(光
家
)

　　

ル
　

別
當
前
因
幡
守
中
原
在
判

[④
文
書
]
源
頼
家
下
文
写

下

熱
田
吐
講
衆
廉
忠

可
早
安
堵
本
所
事

右
件
廉
忠
可
安
堵
之
由
、
先
度
被
仰
下

畢
、
今
又
仰
[

]
、

(源

頼
家
)

〔
殿

仰

力
〕

然
者

一
事
而
無
相
違
、
可
安
堵
本
所
者
、
依
鎌
倉
中
將
[

]

、

以
下
、正

治
二
年
八
月

前

〔掃
部
允
惟
宗
脱
力
〕

　
れ
ゆ
　

散
位

〔藤
原
朝
臣
脱
力
〕

こ
の
よ
う
な
頼
朝
と
奉
忠
と
の
個
人
的
な
関
係
か
ら
馬
場
家
は
御

家
人
と
し
て
位
置
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ

の
意
味
で
前
出

[⑨
文
書
]

@
の
馬
場
良
継
が
鎌
倉

へ
所
領
の
訴
訟
に
赴

い
た
こ
と
も
理
解
さ
れ

よ
う
。
そ
し
て
大
宮
司

一
門
が
多
く
御
家
人
化
し
て
い
る
こ
と
を
考
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え
合
わ
せ
る
と
、
少
な
く
と
も
鎌
倉
期
に
は
大
宮
司
と
権
宮
司
惣
検

校
馬
場
家
と
は
程
度

の
差
は
あ
る
に
し
て
も
、
御
家
人
身
分
と
し
て

は
並
立
関
係
に
あ

っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
か
も
こ

の
両
者

の
関
係
は
、
正
治
二
年
の
大
宮
司
藤
原
忠
兼
再
任
の
際

に
窺

う
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち

『
熱
田
大
宮
司
千
秋
家
譜
』
の
忠
兼

の
項
に
、

　ソ

ま

　
　

治
承
二
年
依
二
位
殿
命
、
範
忠
譲
與
忠
兼
、
初
任
職
間
三
年
、

亦
正
治
二
年
十
二
月
十
九
日
賜
廉
宣
、
同
三
年
正
月
四
日
始
於

海
藏
門
欲
披
之
、
然
構
新
規
而
於
紀
大
夫
殿
神
前
開
之
、
但
杜

家
等
令
御
請
施
行
者
、
同
月
十
四
日
献
之
、

と
あ
る
。
こ
れ
に
は
治
承
二
年

(
=

七
八
)
に
平
宗
盛
の
命
に
よ
っ

て
藤
原
範
忠
が
忠
兼
に
大
宮
司
職
を
譲
与
し
た
こ
と
、
正
治
二
年
に

忠
兼
は
国
司
庁
宣
に
よ

っ
て
再
任
さ
れ
た
こ
と
な
ど
、
大
宮
司
補
任

形
態
が

「
譲
」
か
ら

「廉
宣
」
に
変
質
し
た
と
い
う
重
要
な
問
題
も

含
ま
れ

て
い
る
が
、
当
面
本
稿
で
は
忠
兼
の
再
任
が

「吐
家
等
」
の

請
文
提
出

に
よ

っ
て
承
認
さ
れ
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
忠
兼
は
海

藏
門

(当
時
熱
田
社
本
宮
南
門
)
に
お
い
て
庁
宣
の
披
露
を
望
ん
だ

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
紀
大
夫
社
神
前
に
変
更
し
た
ば
か
り
か
、

庁
宣
披
露
後
十
日
を
経
過
し
て
の
請
文
献
上
と
い
う

「杜
家
等
」

の

行
動
に
は
、
大
宮
司
に
対
す
る
独
立
的
な
立
場
を
窺
う
こ
と
が
で
き

よ
う
。
そ
の
背
景
に
は
上
村
氏
の
指
摘
が
あ

る
よ
う
に
、
鎌
倉
初
期

は
尾
張
国
内
に
お
け
る
免
田
の
急
増
時
期
で
あ
り
、

「杜
家
等
」
が

そ
れ
を
寄
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
熱
田
社
の
経
済
的
基
盤
の

一
部
を

担
い
、
そ
の
結
果
社
内
で
の
大
宮
司

一
門
に
対
す
る
発
言
権
を
高
め

　ゆ
　

た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
そ
し
て

『
熱
田
大
宮

司
千
秋
家
譜
」

に
よ
る

と
、
庁
宣
に
よ
る
大
宮
司
補
任
は
元
徳
元
年

(
=
二
二
九
)
の
藤
原

季
宣
ま
で
確
認
さ
れ
る
の
で
、
鎌
倉
期
を
通

じ
て
社
家
の
請
文
が
人

宮
司
就
任

の
最
終
手
続
と
な

っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

よ
う
な
両
者

の
関
係
は
、
大
宮
司
の
社
家
支
配
に
様
々
な
影
響

・
制

約
を
与
え
た
こ
と
は
自
明

で
あ
ろ
う
。
大
宮
司
が
馬
場
家
所
領

(料

田
)
に
対
し
て
定
め
ら
れ
た
上
分
を
得
る
以
外
に
何
ら
介
入
で
き
な

か

っ
た
こ
と
は
、
そ
の
結
果
の

一
つ
な
の
で
あ
る
。

ま
た

一
方

で
は
、
[⑧
文
書
]
の

「
あ

つ
た
の
宮
の
御
り
や
う
な

り
た
け
か
う
の
う
ち
、
神
官
か
す
な
か

＼
さ
ふ
て
ん
の
ふ
ん
、二
丁
六

反
」
と

[⑪
文
書
]

の
実
仲
所
領

の
う
ち

「
一
所

参
町
陸
段

胴
舘
曲
繊
武
自田」
と
は
同

一
と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
馬
場
家

の
所
領
は

全
体
的
に
み
る
と
、
本
所
院
と
幕
府
と
に
よ

っ
て
二
重
の
安
堵
を
受

け
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
う
す
る
と
馬
場
家
は
、
⑦
熱
田
社
権
宮

司
惣
検
校
と
い
う
大
宮
司
の
次
位
に
位
置
す
る
神
職
と
し
て
の
本
来

的
な
地
位
、
⑦
本
所
院
に
所
領
安
堵
を
受
け

て
い
る
こ
と
か
ら
院
仕
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身
分
、
少

な
く
と
も
院
役
を
勤
め
る
身
分
、
◎
鎌
倉
幕
府

に
所
領
安

堵
を
受

け
て
い
る
こ
と
か
ら
御
家
人
で
あ
り
、
御
家
人
役
と
し
て
は

[①
文
書
]
か
ら
祈
疇
奉
公
が
考
え
ら
れ
る
な
ど
、

三
重

の
性
格
を

ハお
　

も

つ
家
柄

で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。

し
か
も
南
北
朝

・
室
町
期
に
な
る
と
本
所
院
と
の
関
係
は
さ
ら
に

深
ま

っ
た
よ
う
で
、
そ
れ
は
次
の
貞
治
六
年

(
一
三
六
七
)

の

[⑫

文
書
]

に
認
め
ら
れ
る
。

[⑫
文
書
]
崇
光
上
皇
院
宣
写

熱
田
肚
惣
捻
校
職
井
騰
大
夫
祢
宜
職
以
下
所
帯
等
、

奏
聞
之

　ほ
　

　

庭
、
家
仲
當
知
行
不
可
有
相
違
由
者
、

院
御
氣
色
如
此
、
悉

之
、
以
状
、

貞
治
六
年
十

一
月
十
四
日

在
判

　　
　
タ
　

　

美
作
権
守

す
な
わ
ち
、
馬
場
家
の
世
襲
社
職

で
あ
る

「
惣
撮
校
職
井
験
大
夫

祢
宜
職
以
下
所
帯
等
」
ま
で
も
が
本
所
院

に
よ

っ
て
安
堵
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
勿
論
、
大
宮
司
に
よ
る
安
堵
例
は
馬
場
家
に
関
し
て

は

一
例
も
な
い
。
こ
の
所
帯
に
は
社
職
に
と
も
な
う
給
分
も
含
ま
れ

て
い
る
よ
う
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
院
宣
に
よ
る
社
職
自
体

の
安
堵
は

他
に
ま

っ
た
く
み
ら
れ
ず
、
そ
の
た
あ
明
確
に
し
え
な
い
こ
と
も
あ

る
が
、
南
北
朝

・
室
町
期
に
お
い
て
馬
場
家
が
院
に
よ

っ
て
社
職

・

所
領
の
安
堵
を
受
け
て
い
た
こ
と
は
動
か
す

こ
と
は
で
き
な
い
の
で

あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
十
二
世
紀
後
半
か
ら
十
四
世
紀
に
お
け
る
大

宮
司
の
馬
場
家
に
対
す
る
支
配
が
強
力
で
あ

っ
た
と
は
到
底
考
え
ら

れ
ず
、
両
者
は
本
所
院
ま
た
幕
府
に
対
し
て
独
立

・
並
立
的
関
係
に

あ

っ
た
と
み
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
し
た
が

っ
て
馬
場
家
の
事
例
に

限
る
と
、
「
は
じ
め
に
」

に
記
し
た
小
島
鉦

作
氏

の
大
宮
司
が
社
家

全
般
を
統
制
し
た
と
い
う
見
解
は
成
立
し
難
く
、
上
村
説
に
し
た
が

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
但
し
、
馬
場
家
を
検
討
し
た
文

書
は
十
四
世
紀
ま
で
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
以
降
に
つ
い
て
は
い
ま

の
と
こ
ろ
何
ら
検
討
す
る
材
料
を
も
ち
あ
わ
せ
て
い
な
い
。
そ
こ
で

次
節

で
は
、
十
五
世
紀
の
文
書
が
伝
存
す
る

い
ま

一
つ
の
権
宮
司
田

島
家

の
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
み
る
こ
と
と
し
た
い
。

三
、
祝
師
田
島
家

田
島
家
の
所
領

・
所
職

に
関
す
る
文
書
を
編
年
順

に
整
理
し
た
も

の
が

〔表
2
〕

で
あ
る
。
ま
ず
田
島
家

の
所
領
は
次
の

[⑩
文
書
]

に
よ
っ
て
そ
の
大
略
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

[⑩
文
書
]
尾
張

(
田
島
)
仲
奉
譲
状
写
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〔表

2
〕
祝
師
田
島
家
関
係
文
書

和

暦

年

月

日

西

暦

文

書

名

宛

所

内

容

出

典

①

正

応
4
・

4
・

13

二
.

九
一

熱
田
大宮

司藤

原宗

範袖

判
下
文
写

尾
張
(
田
島)

仲
広

一

円神

領為

安
郷郷

司職

補任

田
島
家文

書
(熱

田
神宮

文書
)
〈
鎌倉

遺
文.
。.

1

七五

九
四号
〉

②

正

応
6
・

7
・

16

一
一
、

九 .
二

熱
田
大宮

司藤

原行

氏袖

判
下
文
写

(
田
島)

中
務
小
大
夫
仲
広

.

円神

領為

安
郷郷

司
職補

任
(
安
堵)

川
島
家文

書
(熱

田
神宮

文書

)

〈
鎌倉

遺文
.
.

四
1.

八、
、

五
六号

〉

③

正
安
元
・

8
・

=
一
九
九

尾
張
(
馬場

)

員仲

申
状
案

(
社
殿
御
代
力)

.

円
神領

神一
11郷

内正

住
名名

L職

返給

申
請

猿投

神
社文

書
〈
鎌
倉遺

文.
一

六
1.

一
〇.

二

九
号
〉

④

(
正
安
2
カ
)

一
.

二

〇〇

尾
張
(
馬場

)

員
仲
申状

案
〈
断簡

〉

(
熱
田
大
宮
司
力)

.

円神

領神
一

11
郷内

正
住名

名」
L

職返

給
の
事
力

猿投

神
社文

書
〈
鎌
倉遺

文.
エ
ハ
ー.
一
〇.
一.
一

〇号

〉

⑤

観

応
2
・

6
・

24

一

三
五
一

某
(
熱
田
大
宮
司力
)

袖判

宛
行状

写

祝
師
(
田
島)

仲
衡

誠
五
名
宛
行

田
島
家文

書
(
熱
田神

宮
文書
)
へ
.

宮市

史
.

資料

編六

⊥
.

万
四弓
▽

⑥

応

永
24
・

9
・

14

一

四
一

七

熱
田
太神

宮庁

補
任
状
写

散
位
尾
張
(
田
島)

仲稲

祝
師
職
の
内
の
氷
ヒ

宮
祢
宜職
、

同大

般若

川
の
還付

田島

家文

書
(
熱
田
神宮

文書

)
〈
千
秋
家
文
書
上
巻一

.
六
号V

⑦
応

永
26
・

6
・

17

一

四
一

九

(
熱
田
社管

領)

吉賀

和
建照

奉
書写

田
島
仲
稲

.

円
神領

神
戸
郷内

の
西
田
島]屋

敷充

行

田
島
家文

書
(
熱
田
神
宮
文書

)
〈
張州

雑
志
巻
二
六〉

⑧

応

永
28
・

7
・

19

一

四↓
.

一

熱
田太

神宮

庁
宛
行
状
写

尾
張
守
(
田
島)

仲稲

畠一
.

段
宛
行

田
島
家文

書
(
熱
田
神
宮
文書

)
〈
張州

雑
志
巻..一
六
V

⑨

応

永

35
・

1
・

23

一

四一
、

八

熱
田社

務
代
占
賀
和
建
照
奉
書
写

祝
師
(
田
島)

仲清

祝
師
職、

知
行
地
安
堵

田島

家文

書
(
熱
田
神宮

文書

)
〈
丁
秋
家
文
書
上
巻一
、

八
号4

⑩

明

応

6
・

5
・

21

一

四九

七

尾.
張
(
田
島)

仲
奉
譲
状
写

左
京亮

(
田
島)

範和

(
仲
和)

祝師

職、

社
職給

歩、

私
領、

諸
社祢

宜
職
譲
与

田島

家文

書
(
熱
田
神宮

文書

)
〈
千
秋
家
文
書
上
巻
三

〇
弓〉

譲
与

諸
職
等
夏

合

⑦
祝
師
職

土
職
給
歩

一

◎
氷
上
祢
宜
職

一
㊤

當
任
屋
敷
家
等

私
領
其
外
悉

其
外
諸
杜
等

當
知
行
分
惣
領
職
之
事

右
・翻

・
左
京
亮
範
和
仁
・

両

二所
譲

渡
實
正
也
、
但
庶
子
配
分
之
事
者
、
爲
成
敗
少
可
有
扶
持
候
、

如
此
定
置
上
者
、
不
可
親
類
他
妨
者
也
、
価
爲
後
代
、
譲
之
状

如
件
、

明
鷹
六
年
五
月
廿

一
日

権
宮
司
祝
師
尾
張
守
仲
奉
圭日判

こ
れ
は
明
応
六
年

(
一
四
九
七
)
田
島
仲
奉

(在
職

・
寛
正
、五
〈

一
四
六
四
〉
～
明
応
薄
)
が
息
男
左
京
亮
範
和

(の
ち
仲
和
、
在
職

・

明
応
六
～
大
永
三
〈

一
五
。
一三
〉
)
に
宛
て
た
譲
状
で
あ
る
。
仲
奉

の
所
領

・
所
職
は
、
⑦
祝
師
職
と
そ
れ
に
と
も
な
う
屋
敷
家
、
⑦
社

職
に
と
も
な
う
給
分
と
私
領
、
㊥
摂
社
の
氷
L
社
お
よ
び
諸
社
の
祢

宜
職

で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
㊤
に
あ
る
よ
う
に
田
島
家
惣
領
職
に
付
帯

す
る
も
の
で
あ

っ
た
。

こ
の
譲
状
に
は
⑳

「代

々
本
重
書
等
」
、

つ

ま
り
安
堵
状

・
証
文
な
ど
が
添
え
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
L
体
は
明

記
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た

一硅
職
給
歩
」
と
は
氷
L
社
を
は
じ
め
諸

社
祢
宜
職
に
付
帯
す
る
給
分
も
あ
ろ
う
が
、

そ
の
他
に
は
な
い
の
か
、

一40一



さ
ら
に
私
領
の
実
例
な
ど
、

こ
の
譲
状
か
ら
は
多
く
を
知
る
こ
と
は

で
き
な

い
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
の
実
態
を
で
き
う
る
か
ぎ
り
明
ら
か
に

し
て
お
き
た
い
。

「①
文
書
]
熱
田
大
宮
司
藤
原
宗
範
袖
判
下
文
写

(花
押
影
)

下

爲
安
郷

定
補
郷
司
職
事

ド
　

ノ

尾
張
伸
廣

キ

右
、
以
人
所
定
補
彼
職
如
件
、
有
限
御
年
貢
ヂ
恒
例
臨
時
院
役

杜
役
等
、
守
先
例
、
無
慨
怠
、
可
令
弁
勤
、
傍
沙
汰
人
百
姓
等

宜
承
知
、
勿
違
失
、
故
以
下
、

正
磨
一三
年
一三
月
十
三
日

[②
文
書
]
熱
田
大
宮
司
藤
原
行
氏
袖
判
下
文
写

(花
押
影
)

下

爲
安
郷

補
任
郷
司
職
事

中
務
小
大
夫
仲
廣

右
、
以
人
爲
彼
職
、
所
補
任
也
、
早
任
先
例
、
可
致
沙
汰
之
状

如
件
、
百
姓
等
宜
承
知
、
勿
違
失
、
以
下
、

正
鷹
六
年
七
月
十
六
日

爲
安
郷
は
そ
の
所
在
地
の
比
定
を
詳
ら
か

に
で
き
な
い
が
、
旧
稿

で
述
べ
た
よ
う
に
熱
田
社

一
円
神
領
で
あ
り
、
[①
文
書
]

は
正
応

四
年

(
一
二
九

一
)

四
月

に
大
宮
司
藤
原

宗
範
が
祝
師
田
島
仲
広

(在
職

・
正
嘉
二
〈

一
二
五
八
〉
～
永
仁
元
〈

一
二
九
三

〉
)
を
当

　ね
　

郷
の
郷
司
職
に
任
じ
た
も
の
で
、
こ
の
職
は
社
職
の

一
種

で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
仲
広
は
熱
田
社
に
対
し
て
定
田
畠
の

「
御
年
貢
」
お
よ

び

「恒
例
臨
時
院
役
杜
役
」
を
納
入
す
る
責
任
を
負
う
こ
と
に
な

っ

た
が
、
郷
内
の
除
田
畠
の
う
ち
か
ら
郷
司
給
を
給
分
と
し
て
与
え
ら

れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

[②
文
書
]
は
そ

の
二
年
後

の
正
応
六
年

七
月
に
、
大
宮
司
藤
原
行
氏
が
仲
広
を
再
度
為
安
郷
の
郷
司
職
に
任

じ
た
も
の
で
、
い
さ
さ
か
奇
異
に
感
じ
ら
れ

る
が
、
こ
れ
は
同
年
六

　
あ

ノ

月
に
宗
範
か
ら
行
氏
に
大
宮
司
が
交
替
し
た
た
め
に
よ
る
安
堵
状
で

あ
る
。

こ
の
よ
う
に
田
島
家
の
所
領
に
は
、
熱
田
社

一
円
神
領
の
現
地
経

営
責
任
者
と
し
て
の
郷
司
給
分
を
含
ん
で
い
る
が
、
こ
の
権
益
は
応

安
五
年

(
一
三
七
二
)
八
月

の
前
節

[⑭
文
書
」
に
惣
検
校
馬
場
家

仲
が
同
重
仲

へ

「重
代
相
傳
之
本
領
」
を
譲
与
し
た
と
き
に
、

一
円

神
領
と
み
ら
れ
る

「中
嶋
郡

称
耀
名
郷
司
職
」
が
含
ま
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
本
領
と
し
て
子
孫

へ
譲
渡

で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
。
但

し
、

[②
文
書
]
の
大
宮
司
代
替
り
の
安
堵
状
が
存
在
す
る
こ
と
か
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ら
み
て
、

譲
与
の
と
き
に
は
大
宮
司
の
安
堵
が
必
要

で
あ

っ
た
よ
う

で
あ
る
。

そ
れ
は
国
免
に
よ

っ
て
成
立
し
た
熱
田
社

の
特
定
用
途
料

を
負
担
す
る
散
在
料
田
、
ま
た

一
定
の
神
役
勤
仕
を
条
件

に
社
領
と

し
て
成
立

し
た
中
世
的
郷
は
、
と
も
に
名
主

・
領
主
の
支
配
が
強
く
、

熱
田
社

に
と

っ
て
は
彼
ら
を
通
じ
て
神
役
を
得
る
だ
け
の
権
利
を
有

す
る
と

い
う
、
い
わ
ば
外
核
的
な
社
領
で
あ

っ
た
の
に
対
し
て
、
為

安
郷
な
ど

一
円
神
領
は
熱
田
社
の
直
接
支
配
の
お
よ
ぶ
内
核
的
な
社

領

で
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。

次

に
正
安
元
年

(
一
二
九
九
)
八
月

の

[③
文
書
]
と
そ
の
翌
年

と
推
定
さ
れ
る

[④
文
書
]
と
を
み
て
お
こ
う
。

[③
文
書
]
尾
張

(馬
場
)
員
仲
申
状
案

　　
　
　

散
位
員
仲
言
上

欲
早
且
任
傍
例
、
且
任
道
理
、
蒙
御
下
知
、
神
戸
郷
内
今
村

　　
　
　

暉
鮪
房
琳
慶
跡
、
租
父
祝
師
頼
仲
傳
領
正
住
名
畠
壼
段
大
事

副
進琿

鮪
房
琳
慶
譲
状
案

一
通

　の
　　
　

ロむ

　

カ
レ

祝
師
大
夫
夫
仲
縫
状
案

一
通

親
父
大
炊
助
譲
状
案

一
通

神
戸
郷
内
當
名
主
注
文

一
通

件
畠
者
、
去
承
久
三
年
三
月
十
日
琳
慶
依
爲
弟
子
頼
仲
譲
之
、

ゑ

　
け
　

頼
仲
依
有
要
用
、
爲
質
券
入
置
、
富
宮
供
檜
慶
円
之
後
、
彼
慶

円
智
平
三
郎
博
変
之
故
、
[
鵬
黙

召
畢
、

然
者
、
租
父
頼
仲

ロな
け
カ
ロ

〔
コ
ノ
間
脱
ア
ラ
ン
〕
所
科
之
L
、
嫡
男
祝
師
大
夫
仲
縫
■

ハせ
カ
ロ

顯
然
也
、
如
此
藷
領
令
安
堵
口
傍
例
也
、
先
例
也
、
可
然
者
、

ロゴ
ま
カ
ロ

任
道
理
、
返
給
名
主
職
、
任
先
例
、
地
[
]

段
別
壼
斗
爲
令
進

ロ　
　
し

済
、
[
]
言
止
如
件
、

のま
ロ

正
口
元
年
八
月

日

[④
文
書
]
尾
張

(馬
場
)
員
仲
申
状
案

(
断
簡
)

散
位
尾
張
員
仲
申

神
戸
内
横
田
壼
色
正
住
名
壼
段
大
、
去
年
杜
殿
御
代
、
相
傳

子
細
言
上
之
時
、
同
年
十
月
十
三
日
預
御
下
知
、
令
[

こ
つ

と

[③
文
書
]
は
、
馬
場
員
仲
が
愛
知
郡
神
戸
郷
内
の
う
ち
祖
父
田

島
頼
仲
以
来

の
所
領

で
あ
る
正
住
名
畠
地

一
段
大
の
名
主
職
返
給
を

申
請
し
た
も
の
で
あ
る
。
宛
所
は
み
え
な

い
が
、

[④
文
書
]

に

「
去
年
杜
殿
御
代
、
相
傳
子
細
言
上
之
時
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
「杜

殿
御
代
」
お
そ
ら
く
大
宮
司
の
代
官
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の

　あ
　

神
戸
郷
は
天
長
十
年

(八
三
三
)
に
十
五
戸

の
神
戸
を
封
さ
れ
た
地

に
由
来
す
る
と
み
ら
れ
る
が
、
中
世
に
は
熱
田
社
を
囲
む
地
域
で

一

円
神
領
と
な
り
、
そ
こ
に
は
神
職
が
屋
敷
地
や
畠
地
を
名
主
的
地
位

と
し
て
所
有
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
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[③
文
書
]
に
よ
る
と
正
住
名
の
伝
領
過
程
は
、
承
久
三
年

(
一

二
二

一
)
三
月
、
禅
祐
房
琳
慶
が
弟
子
で
員
仲
の
祖
父
頼
仲
に
譲
り
、

の
ち
頼
仲
は
神
宮
寺
供
僧
慶
円
に
質
入
し
て
い
た
が
、
慶
円
の
智
平

三
郎
が
博
変
の
罪
を
犯
し
た
た
あ
に
召
し
上
げ
ら
れ
た
。
そ
の
の
ち

文
書

に
欠
落
が
あ
る
よ
う
で
経
緯
を
明
ら
か
に
で
き
な
い
が
、
再
び

頼
仲

の
所
有
に
帰
し
そ
の
嫡
男
の
祝
師
田
島
仲
継

に
伝
わ

っ
た
よ
う

で
、
次

い
で
員
仲
の
父
大
炊
助
に
譲
ら
れ
た
。
文
言

に

「
地
歴

段

別
壼
斗

」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
正
住
名
は
借
畠
地
と
も
考
え
ら
れ
る

が
、
譲

与
や
質
入
が
認
め
ら
れ
る
な
ど
名
主
に
処
分
権
が
あ
る
こ
と
、

熱
田
社

へ
の
地
子
負
担
は
新
所
有
者
に
受
継
が
れ
て
い
る
こ
と
な
ど

か
ら
、

も
と
も
と
は
琳
慶
が
神
宮
寺
の
何
ら
か
の
職

に
付
帯
す
る
給

分
と
し

て
与
え
ら
れ
て
い
た
畠
地
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で

あ
れ
ば
、
こ
の
地
子
は
畠
地
年
貢
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う

に
正
住
名

一
段
大
と
い
う
小
片
畠
地

の
名
主
職

に
つ
い
て
も
大
宮
司

の
安
堵
を
必
要
と
し
た
わ
け
だ
が
、
そ
れ
は
質
入
す
る
な
ど
の
処
分

権
を
名
主
が
有
し
て
い
て
も
、
正
住
名
は

[①
②
文
書
]
の
為
安
郷

と
同
様

に

一
円
神
領
神
戸
郷

の

一
部
を
占
め
て
お
り
、
給
分
と
し
て

与
え
ら
れ
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

因
み

に

[③
文
書
]
か
ら
は
正
住
名
の
伝
領
過
程
の
う
ち
仲
継
か

ら
大
炊
助

へ
伝
わ

っ
た
事
情
が
不
明
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
検
討
し

て
お
き
た
い
。
頼
仲

・
仲
継
父
子
は
と
も
に

『熱
田
祝
師
尾
張
宿
祢

田
島
氏
系
譜
』
『
田
島
家
譜
」
に
中
務
大
輔

(夫
)
と
し

て
み
え
る

痴
V
大
炊
助

・
員
仲
を
含
め
た
四
人
に
つ
い
て
は
前
出

『田
島
丹
波

系
図
』
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

〔系

図

2
〕

祭
キ

・
樺
宮
司

頼

仲中
務

永
仁
乙
未
八
月

任
大
炊
助
、

権
宮
司

員
仲

頼
仲
は
員
仲

の
祖
父
、
そ
の
嫡
男
は
仲
継
、
ま
た
仲
継
と
大
炊
助

成
仲
は
兄
弟
、
員
仲
は
成
仲
の
息
男

で
あ
り
、

[③
文
書
]

の
人
物

関
係
が

〔系
図
2
〕
に
示
さ
れ
て
い
る
。
と

こ
ろ
が
成
仲

・
員
仲
父

子
は

『熱
田
惣
検
校
尾
張
宿
祢
馬
場
氏
系
図
」

(系
図
3
)

に
次

の

よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

ロ　
ロ

成
仲

の
肩

に
は

「大
炊
介
」
と
あ
り
、
ま
た
親
継
の
没
年
建
治
元

年

(
一
二
七
五
)、
同
じ
く
奉
継
の
永
仁
三
年

(
一
二
九
五
)

か
ら

み
て
、
正
安
元
年

(
一
二
九
九
)

[③
文
書
]

の
大
炊
助
と
こ
の

〔系
図
3
〕
の
大
炊
介
成
仲
と
は
同

一
人
物

と
み
ら
れ
る
。
⑦
の
員

仲
は
十
二
世
惣
検
校
頼
仲

(
[③
文
書
]

の
琳
慶
弟
子
の
頼
仲
と
は
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〔系

図

3

〕

○
印
の
数
字
は
惣
検
校
歴
代
数

.

⑨

⑩

⑪
員 ⑦ 者

仲 イ「

司
〉
内
の
数
字
は
没
年

・
年
齢

⑫

⑭

頼

仲

⑦

別
人
)
が
嘉
元
三
年

(
一
三
〇
五
)

に
没
し
、
そ
の
f
息
良
継
が
幼

少
で
あ

っ
た
た
め
に
後
見
を
務
め
て
LL
∴
惣
検
校
と
な
り
、
文
保
元

へ
ぶ

　

年

(
τ

^
一
し

)

良

継

に
同

職

を
譲

っ
て
お

り

、

没

年

は
建

武

、
、年

(
一
三

三

五

)

で
あ

る
か

ら

、

前

節

[⑧

文

書

]

元

L口r
.兀
年

(
一
.・.

二

一
)

「
か

や

そ

ゐ
局

安

堵

状

」

の

一
神

官

か

す

な

か

」

と

同

一
人

物

と

み
ら

れ

る
。

ま

た

あ

る

い
は

、

⑦

と

⑦

の
員

仲

は
同

一
人

物

で

あ

ろ

う
か

。

そ

こ

で

〔系

図

2

〕

と

〔系

図

3
〕

と

を

統

一
的

に
考

え

て

み

よ

う
。

〔系

図

2
〕

の
員

仲

の
.眉

に

{
灌

宮

司

」

と

あ

る

の

は
、

〔系

図

3

〕

の
⑦

の
員

仲

が
良

継

の
後

見
と

し

て
惣
検

校

に
あ

っ

た

こ
と

を

示

す

も

の

で
あ

る
。

し

た

が

っ
て
、

兄

仲

継

か

ら
正

住

名

畠

一
段

大

を
譲

与

さ

れ

た
大

炊

助

成

仲

は
、

〔
系

図

3

〕

を

参

照

す

る
と

馬

場

親

継

の
養

子

と

な

り

、

さ

ら

に

そ

の
子

息

⑦

の
員

仲

は
奉

仲

の
養

子

と

な

り
、

義

兄
頼

仲

の
f

息

良

継

の
後

見

と

し

て
惣

検

校

を

継

い

だ

こ
と

が

理

解

で
き

よ

う

。

つ
ま

り
正

住

名

畠

一
段

大

は

田

島

家

か

ら

馬

場

家

の
所
有

に
移

っ
た

こ
と

に
な

る

の

で
あ

る

が
、

恐

ら

く
口貝
仲

の
系

列

に
伝

わ

っ
て

い

っ
た

の

で
あ

ろ

う
。

な

お
本

節

で

正

住

名

に

つ
い

て
述

べ
た

の
は
、

も

と

も

と

こ

の
地

が

田
島

家

の
所

領

で
あ

っ
た

か

ら

で
あ

る
。

次

に
ト

四

世

紀

の
史

料

で

あ

る

が

、

遺

憾

な

こ
と

に

観

応

.
、年

(
一
..
五

一
)

の
次

の
文

書

が

管

見

に
お

よ

ん

だ

唯

一
の

も

の

で

あ

る
。[⑤

文

書

]

某

(熱

田
人

宮

司

力
)

袖

判

宛

行

状

写

(花

押

影
)

　　
ほ
し

　
わ

葉

栗

郡

誠

五
名

事

、

祝
師

仲

衡

所

宛

給

也

、

可

致

其

旨

存

知

之

状

如

件

、

翻
脇
雁
心、
、任
-Lハ
月

什
晶
四
日

こ
れ

は

田

島

仲

衡

(在

職

・
正

和

亙

〈

一
..、
一
六

〉
～

延

文

元

〈

一
.、、五

六

〉
)

が

葉

栗

郡
誠

五
名

を
宛

行

わ

れ

た
も

の

で
あ

る

が
、

発

給

者

を

詳

ら

か

に

で
き

な

い
。

当

然

想

定

さ

れ

る

の

は

[①

②

文

書

」

の
よ

う

に
大

宮

司

と

い
う

こ
と

に
な

る

が
、

こ

の
時

期

に

そ

の

　
み

　

任

に
あ

っ
た

と

さ

れ

る
藤

原
忠

広

・
同

範

重

の
花

押

と

「⑤

文

書

」

の
そ

れ

と

は

異

な

っ
て
お

り
、

俄

か

に
判

断

で
き
な

い
も

の
が

あ

る
。

た

だ

誠

五

名

が

一
円
神

領

で
は

な

か

っ
た

こ
と

は
、

正

和

五

年

(
一

　　
　

ゴ
、
一
六

)

の

「
熱

田
社

領

注
進

状

写
」

と
文

和

三
年

(
一
、二
五

四
)
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　ゼ
　

の

「熱
田
社

一
円
神
領
注
進
状
案
」
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
窺
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の
こ
と
は
た
だ
ち
に
社
領
で
は
な
か

っ

た
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
確
か
に

[⑤
文
書
」
の
文
言
に
は
熱
田
社

に

ハし

へ
の
負
担
条
件
そ
の
他
は
み
え
な
い
が
、
「
祝
師
仲
衡
」

に
給
さ
れ

て
い
る
以
上
、
社
領
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
ま
た
誠
五
名
が

[⑤
文
書
]
の
前
年
観
応
元
年

に
中
島
祐
俊
が
中
島
郡

の
妙
興
報
恩

禅
寺

へ
寄

進
し
た

州
尾
張
國
丹
羽
郡
瀬
邊
散
在
薩
摩
前
司
跡
内
畠
地
事

　れ
　

(中
略
)

一
所

誓
吾
村
内
捌
段
」

の
誓
吾
村
と
同

一
で
あ
れ
ば
、

仲
衡
は
誠

五
名

の
名
主
職
と
し
て
熱
田
社
に
対
し
て
年
貢
徴
収

の
責

任
を
負
い
、
前
註

(44
)
の

「某
宛
行
状
写
」
の
よ
う
に
年
貢
の

一

部
を
給
分

と
し
て
与
え
ら
れ
て
い
た

の
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し

[⑤
文
書
]
に
つ
い
て
は
、
前
節

[⑧
文
書
]
「か
や
そ
ゐ
局
安
堵
状
」

と
同
様
に
領
家

の
存
在
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
、
詳
し
く
は
後
考

に
侯
ち
た

い
。

次
に
十

五
世
紀
前
半
の
文
書
に
つ
い
て
み
て
お
こ
う
。

[⑥
文
書
]
熱
田
太
神
宮
庁
補
任
状
写

熱
田
太
神
宮
廉

補
任

祝
師
職
内

氷
上
宮
祢
宜
職
事

　の
　
　

散
位
尾
張
仲
稻

ドほ
　
カ
し

同
大
般
若
田
壼
町

右
以
人
所
補
任
彼
職
也
、
且
爲
祝
師
職
之
内
之
間
、
惣
領
重
代

之
旨
、
被
還
付
者
也
、
神
官
等
宜
承
知
、
敢
勿
違
失
、
故
以
補
、

磨
永
廿
四
年
九
月
十
四
日

祝
三
國
友
松

　　
ゆ

　

大
宮
司
藤
原
朝
臣

書
到

こ
の
補
任
状
は
応
永
廿

四
年

(
一
四

一
ヒ

)

に
熱
田
太
神
宮
庁

(大
宮
司
藤
原
貞
範
)
が
田
島
仲
稲

(在
職

・
明
徳
四
〈

一
三
九
三

〉
～
正
長
元
〈

一
四
二
八

〉
)
を
氷
上
宮
祢
宜
職
に
任
じ
、
そ
の
給

分
と
み
ら
れ
る
大
般
若
経
田

一
町
を
宛
行

っ
た
も
の
で
あ
る
。
文
言

に

圃祝
師
職
内
」
「惣
領
重
代
之
旨
、
被
還
付
」
と
あ
り
、
ま
た
前

出

[⑩
文
書
]
「
尾
張

(田
島
)
仲
奉
譲
状
写
」
か
ら
も
明
ら
か
な

　　
　

よ
う
に
、
氷
上
宮
祢
宜
職
は
田
島
惣
領
家
相
伝
の
社
職
で
あ

っ
た
。

仲
稲
の
祝
師
職
就
任
か
ら
二
十
五
年
も
経
過
し
て
の
祢
宜
職
還
付
は
、

こ
の
職
が

一
時
仲
稲
か
ら
離
れ
て
い
た
か
の
憶
測
を
生
じ
さ
せ
る
が
、

そ
れ
は
応
永
二
十
四
年
頃
に
藤
原
満
範
か
ら
貞
範
に
大
宮
司
が
交
替

　れ
　

し
た
た
め
の
安
堵
状
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
田
島
惣
領
家
の
世

襲
で
あ
る
祝
師
職
に
含
ま
れ
る
氷
上
宮
祢
宜
職
は
、
大
宮
司
の
安
堵

に
よ

っ
て
保
証
さ
れ
る
こ
と
が
知
れ
る
わ
け
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
手

続
は
こ
れ
以
前
に
は
徴
証
が
な
い
。

さ
ら
に
祝
師
職
自
体
に

つ
い
て
み
る
と
、
仲
稲
の
跡
を
継
い
だ
子
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息
仲
清

(在
職

・
正
長
元
〈

一
四
二
八

〉
～
寛
正
五
〈

一
四
六
四
〉
)

に
発
給

さ
れ
た
次
の
文
書
が
あ
る
。

[⑨
文
書
]
熱
田
社
務
代
吉
賀
和
建
照
奉
書
写

熱

田
太
神
宮
祝
師
職
事
蜥
脈
纐
宥
分

　　
　
　

　り
お

　

右
、
任
仲
稻
之
譲
状
之
旨
、
仲
清
爲
惣
領
、
万
事
可
專
神
用
状
、

　　
ぬ
　
ゆ
　

依

仰
、
執
達
如
件
、

け
　
　

鷹
永
冊
五
年
正
月
廿
三
日

建
照
書
到

(占
賀
和
)

　　
た
　
　

　

祝
師
殿

注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
仲
稲
か
ら
仲
清
に
譲
ら
れ
た
祝
師
職
と
そ

れ
に
付

帯
す
る
知
行
分
と
を
大
宮
司
貞
範
が

一
括
し
て
安
堵
し
て
い

る
こ
と

で
あ
る
。
い
ま
の
と
こ
ろ
、
中
世
に
お
け
る
祝
師
職
自
体
の

大
宮
司

に
よ
る
安
堵
例
は
他
に
こ
れ
を
み
な
い
し
、
前
節
で
述
べ
た

馬
場
家

の
惣
検
校
職
の
そ
れ
に
い
た

っ
て
は

一
例
も
な
い
が
、
こ
の

こ
と
は
応
永
年
間
を
境
と
し
て
、
大
宮
司
の
権
宮
司
家
に
対
す
る
支

配
関
係

に
何
ら
か
の
変
容
が
あ

っ
た
ら
し
い
こ
と
を
想
定
さ
せ
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
の
二
通
の
文
書
を
み
て
お
こ
う
。

[⑦
文
書
]
熱
田
社
管
領
吉
賀
和
建
照
奉
書
写

熱
田
杜
領

神
戸
内
西
田
嶋
屋
敷
事

合
壼
所
者

鷹
永
廿
六
年
六
月
十
七
日

　　
ほ
　
　

　

祝
師
尾
張
守
殿

[⑧
文
書
]
熱
田
太
神
宮
庁
宛
行
状
写

熱
田
太
神
宮
廉

合
畠
武
段
者
難

噛

嶋

(田
島
)

右

、

任

惣

領

職

、

　　
　
　
ゆ
　

例
、
可
有
知
行
旨
、
依
仰
、

杜
務
代

鷹
永
廿
八
年
七
月
十
九
日

　り
　
　
　
　

祝
師
殿

[⑦
文
書
]

仲
稲
に
対
し

て
、

敷
を
宛
行

っ
た
も
の
で
、
[⑧
文
書
]

右
、
今
度
大
宮
御
還
宮
云
忠
節
、
且
依
難
分
祝
師
惣
領
屋
敷
之

　　
　
　

　　

ぽ
　
ゆ
　

内
、
干
至
仲
稻
子
々
孫
々
、
不
可
有
相
違
之
由
、
依
仰
、
執
達

如
件
、

占
賀
和
美
作
入
道

建
照

(花
押
影
)

祀
師
尾
張
守
仲
稻
被
補
任
所
也
、

執
達
如
件
、

建
照

(花
押
影
)

然
者
如
先

は
応
永
二
十
六
年
の
熱
田
社
遷
宮
に
功
労
の
あ

っ
た

大
宮
司
貞
範
が

一
円
神
領
神
戸
郷
内
の
西
田
島
屋

は
同

二
十
八
年

に
大
宮
司
貞

範
が
仲
稲
に
畠
地
二
段
を
給
与
し
た
も
の
で
あ
る
。
と
も
に
知
行
宛

行
状
で
あ
る
が
、
留
意
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
前
出

[①
②
文
書
]

の
様
式
が
大
宮
司
の
直
状
で
あ

っ
た
の
に
対
し
て
、

[⑦
⑧
⑨
]

文

書
は

「杜
務
代
」
と
称
す
る
吉
賀
和
建
照
の
奉
書
様
式
に
変
化
し
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
「
杜
務
代
」
と
は
、
応

永
二
十
六
年
の
遷
宮

の
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際
に
大
宮

司
貞
範
を

「杜
務
」、
建
照
を

「
杜
務
管
領
」
と
記
し
て
い

　　
　

る
こ
と
か
ら
、
社
務
を
大
宮
司
か
ら
委
任
さ
れ
た
社
職

で
あ
り
、
の

　
あ
　

　が
　

ち
に
み
え
る

「
杜
家
奉
行
」
「
大
宮
司
代
」
の
前
身
と
み
ら
れ
る
。

こ
の
吉
賀

和
氏
は

『満
済
准
后
日
記
」
応
永
三
十
五
年
十
月
十
六
日

　ふ
の
　
　

条
に

「大

宮
司
内
者
吉
川
ト
云
者
」
と
み
え
る
大
宮
司
の
家
司
で
あ

り
、
そ

の
子
息
左
衛
門
季
泰
と
と
も
に
大
宮
司
貞
範

の
在
職
期
間
に

限

っ
て
史

料
に
あ
ら
わ
れ
る
。
ま
た
さ
ら
に
、
次

の
宛
行
状
に
明
白

な
よ
う

に
、
建
照
が
大
宮
司
を
介
さ
ず
に
社
家

の
家
屋
敷
安
堵
を
直

接
行
な

っ
た
例
さ
え
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

宛
給

家
屋
敷
事

林
宗
重

　　
　

右
、

彼
屋
敷
者
、
爲
代
々
相
績
支
謹
明
鏡
、
任
亡
父
重
弘
譲
状

之
旨

、
如
元
被
返
付
之
者
也
、
杜
家
宜
承
知
之
状
如
件
、

　め
　

鷹
永
廿
六
年
五
月
廿
日

建
照

(花
押
)

奉
書
様
式
に
よ
る
下
級
社
家

へ
の
社
職
補
任

・
給
分
宛
行
は

[⑦

　　
　

文
書
]
よ
り
以
前
に
は
三
例
を
確
認
で
き
、
そ
れ
ら
に
は
い
ず
れ
も

大
宮
司

の
袖
判
が
認
め
ら
れ
る
が
、
基
本
的

に
は
こ
れ
ら
の
補
任

・

宛
行
は
大
宮
司
の
直
状
に
よ

っ
て
な
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
右
宛
行
状

と
同
様

に
大
宮
司
家
司
と
み
ら
れ
る
人
物
が
直
状

で
社
家
を
社
職
に

任
じ
た
例
と
し
て
は
、
こ
の
前
年
の
応
永
二
十
五
年
に
左
衛
門
尉
常

　　
　

斉
が
林
重
宗
を
摂
社
高
蔵
宮
の
日
番
職
に
任
じ
た
も
の
が
あ
る
が
、

そ
の
後
も
大
宮
司
が
署
判
す
る
熱
田
太
神
宮
庁
補
任
状
に
よ
る
下
級

　れ
　

社
家
の
社
職
任
命
の
例
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
た
だ
ち
に
文
書
様
式
の

変
更
が
あ

っ
た
と
断
言
す
る
こ
と
は
控
え
た

い
。

し
か
し
、
応
永
年
間
の
田
島
家
に
対
す
る
発
給
文
書
に
つ
い
て
振

り
返
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
大
宮
司
直
状
か
ら

[⑦
⑧
⑨
文
書
]
の
家

司
奉
書
様
式

へ
変
化
し
た
こ
と
、
[⑨
文
書
]

に
み
ら
れ
る
よ
う
に

祝
師
職
自
体
の
安
堵
に
大
宮
司
が
関
与
す
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
は

留
意
し
て
お
く
べ
き
で
あ
り
、
さ
ら
に
大
宮
司
家
司
に
よ
る
下
級
社

家

へ
の
直
接
安
堵
な
ど
は
、

こ
れ
ま
で
に
み
ら
れ
な
い
大
宮
司
の
社

家

へ
の
対
応
と
し
て
捉
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ

う
な
こ
と
は
、
や
は
り
応
永
年
間
頃
に
大
宮
司
の
社
家
に
対
す
る
支

配
が
強
化
さ
れ
た
と
み
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

す
な
わ
ち
、

「
は
じ
あ
に
」
で
紹
介
し
た
上
村
喜
久
子
氏

の
説
⑤
◎
◎

は
、
十
五

世
紀
に
な
る
と
右
述

の
よ
う
に
変
質
し
た
と

み
る
べ
き
と
考
え
る
。

こ
の
問
題
の
解
明

に
は
、
大
宮
司
お
よ
び
熱

田
太
神
宮
庁
発
給
文
書

の
網
羅
的
な
検
討
が
ぜ
ひ
と
も
必
要

で
あ
る
。
い
ま
の
と
こ
ろ
管
見

に
お
よ
ん
だ
十
二
世
紀
末
か
ら
十
五
世
紀
末

ま
で
の
問
の
文
書
は
約

五
十
通

で
あ
る
が
、
本
稿

で
検
討
す
る
紙
幅

の
余
裕
は
な
い
。
こ
こ

で
は
応
永
年
間
を
境

に
大
宮
司
の
社
家
支
配
が
変
容
し
た
こ
と
を
指
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摘

す

る

に
留

め

て
お

き

た

い
。

お
わ
り
に

以
L
述
べ
た
と
こ
ろ
を
整
理
し
て
お
こ
う
。

〔惣
検
校
馬
場
家
〕

⑦
所
領

は
開
発
し
て
国
免
を
受
け
た
免
田

(熱
田
社
に
と

っ
て
は
料

田
)、

買
得
し
た
料
田
、

一
円
神
領
の
郷
司
職
給
分
が
史
料
L
確

認
で
き
る
。

⑦
所
領
安
堵
の
L
体
は
、
鎌
倉
期

に
は
本
所
院
お
よ
び
幕
府
。
南
北

朝
期

に
は
院
と
の
関
係
が
さ
ら
に
強
ま
り
、
惣
検
校
職
自
体
の
安

堵
を
受
け
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
大
宮
司
に
よ
る
安
堵
は
、
い
ま

の
と

こ
ろ
史
料
上
に
確
認
で
き
な
い
。

⑰
鎌
倉

期
に
は
、
神
職

・
院
仕
身
分

・
御
家
人
の
..、亟

の
性
格
を
も

ち
、

大
宮
司
と
は
並
立
的
な
関
係
に
あ

っ
た
。

〔祝

師
田
島
家
〕

⑦
所
領
は

一
円
神
領
の
郷
司
職
給
分
、
摂
末
社

の
祢
宜
職
給
分
、
他

よ
り
譲
与
さ
れ
た

一
円
神
領
内
の
白
田地

(名
主
職
)
が
史
料
L
確

認
で
き
る
が
、
料
田
の
存
在
を
み
な
い
。

⑦
所
領
安
堵
の
主
体
は
確
認
で
き
る
限
り
大
宮
司
に
よ
る
も
の
の
み

で
、
本
所
院

・
幕
府
に
よ
る
も
の
は

一
例
も
み
な
い
。
ま
た
応
永

年
間
頃
か
ら
大
宮
司
が
祝
師
職
自
体
の
安
堵
を
行
な
う
よ
う
に
な

る
。

こ
れ
ら
の
相
違
は
史
料
の
年
代
や
残
存
性

に
問
題
が
あ
る
の
か
も

し
れ
ず
、

こ
れ
ら
を
総
合
的
に
把
握
す
る
な
ら
ば
、
両
権
宮
司
家
の

所
領
の
う
ち
料
田
は
人
宮
司
の
直
接
支
配
を
受
け
な
い
私
領
的
性
格

を
も
ち
、
売
買
は
で
き
た
が
熱
田
社

へ
の
負
担
は
新
所
領
者
に
引
継

が
れ
、
ま
た

一
円
神
領
の
郷
司
職

・
名
セ
職

や
諸
社
祢
宜
職
の
給
分

は
公
的
な
性
格
が
強
く
、
大
宮
司
の
安
堵
を
必
要
と
し
た
が
、
質
入

し
た
例
も
あ
る
。
し
か
し

一
方

で
は
、
馬
場
家
に
つ
い
て
は
院

・
幕

府

の
安
堵
例
が
み
ら
れ
、
田
島
家

に
は
そ
の
例
が
皆
無
で
あ
る
こ
と

は
、
両
家
の
著
し
い
相
違
と
し
て
い
ま
の
と

こ
ろ
認
識
し
て
お
く
必

要
は
あ
ろ
う
。

ま
た
応
永
年
間
頃
か
ら
、
そ
れ
ま
で
み
ら
れ
な
か

っ
た
人
宮
司
に

よ
る
祝
師
自
体
の
安
堵
が
行
わ
れ
た
り
、
社
務
代
と
称
す
る
大
宮
司

家
司
が
ド
級
社
家
に
対
し
て
大
宮
司
を
介
さ
ず
に
直
接
補
任
安
堵
を

す
る
例
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
な
ど
は
、
大
宮
司
の
社
家
に
対
す
る
支

配
強
化
の
姿
勢
を
窺
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

つ
ま
り
レ
四
世
紀
末

ま
で
は
L
村
喜
久
r
氏
指
摘
の
◎
の
通
り
、
人
宮
司
と
権
宮
司
家
と

は
並
立
関
係
に
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
の
で
あ
る
が
、
以
後

こ
の
関
係
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は

明

ら

か

な

変

容

が

認

め

ら

れ

る

の

で
あ

る
。

こ

の
実

態

に

つ
い

て

は

前

節

で
少

し

述

べ

た

が
、

詳

細

は
後

日

の
別
稿

に
譲

る

こ
と

と

し

た

い
。

補

註

(
1
)
「
熱
田
社
領
を
背
景
と

す
る
大

宮
司
家

の
変
遷

」

(
『
頼
朝

会
雑

誌
」

四
号

・
一
九

三
二
年
、

の
ち

『
荘
園
史

の
研
究
」
下
巻

一
・
岩
波
書

店

∴

九
七
八
年

に
再
録

)。

(
2
)
[
中
世

に
お

け
る
熱

田
社
領

ー
社
会
経
済
的
発
展

の
基
盤
と
領
知
制

-
」

(『
神
道
史
研
究
」
七

⊥

ハ
・

一
九
五
九
年
、

の
ち
小
島
鉦
作
著
作
集

第
三
巻

『
神
社

の
社
会
経

済
史
的
研
究
』
吉
川
弘
文
館

・
一
九
八
七

年

に
再
録
)
。

(
3
)
「
尾
張

三
宮
熱

田
社
領

の
形
成
と
構
造
」
(
『
日
本
歴
史
』
二
九

四
号

・

一
九
七

二
年
)
。

(
4
)
『
日
本
紀
略
』
弘
仁
十

三
年
六
月
廿

一
日
条
。

(
5
)
『
日
本
紀
略
」
康
保

三
年
三
月
廿
二

日
条
。

(
6
)
長
保

四
年
十

二
月
九
日

「
大
江
匡
衡
祭
文
」
(『
朝
野
群
載
」
巻
第
三

・

文
筆
下

)。

(
7
)
寛

弘
元
年
十
月

十
四
日

「
大
江
匡
衡
大
般
若
経
供
養
願
文
」

(
『本
朝

文
粋
」

巻
第
十

三

・
願
文
上
)
。

(
8
)

『宇

治
拾
遺

物
語
』
四
十
六

・
伏
見
修
理
大
夫
俊
綱

の
事
。

(
9
)

以
上
前
註

(
8
)

に
同
じ
。

(
10
)

『尊

卑
分
脈
」
ニ

ー
四
七
〇
頁
。

(
11
)

(
12
)

(
13
)

(
14
)

(
15
)

(
16
)

(
17
)

『
張
州
雑
志
」
巻
第

三
十

四
所
収

の

『
大
宮
司
系
譜
』

の
季
範

の
項

の
頭
註

に

「
イ
永
久

二
甲
午
年
、
補
大
宮
司
職
」
と

あ

る
。

な
お
他

　
ミ

ロ

の
諸
系
図

に
こ
の
記
載

は
み
ら
れ
ず
、
ま
た
イ
本

の
存
在
を
明
ら
か

に
で
き
な

い
。

『
玉
葉
和
歌
集
』

二
十
神
祇
歌
、
『
尊
卑
分
脈
」
、
『
熱
田
大
宮
司
千
秋

家
譜
』

(『
熱

田
神
宮
文
書
』
千
秋
家
文
書
下
巻

く
熱
田
神
宮
宮
庁

・

一
九
九

二
年

V
所
収

)。

『
平
治
物
語
』
上
巻

「
待
賢
門

の
軍

の
事
」

(陽
明
文
庫
蔵
O
本
、
新

日
本
古
典
文
学
大
系

『
保
元
物
語

・
平
治
物
語

・
承
久
記
」
岩
波
書

店

・
一
九
九

二
年

)。

前
註

(
2
)
小
島

鉦
作
氏
論
文
、
拙
稿

門
十

一
～
十
三
世
紀

に
お
け

る
熱

田
大
宮

司
家

と
そ

の

一
門
」

(
『神
道
史
研
究
』

三
九

-

一
・
一

九
九

一
年

)。

『神
道

大
系
」

神
社
編
十
九
熱

田

(神
道
大
系

編
纂

会

・

一
九

九
〇

年

)
所
収
。

別
名

『
伊
勢
尾
張
氏
系
図
』
(
「
張
州
雑
志
」
巻
第

三
十

六
所

収
)
。

こ
の
系
図
は
大
宮
司
尾
張
員
信
よ
り
起

こ
し
、
他

の
田
島
系
図

に
比

べ
て
詳
細

で
あ
る
。
特
徴
と
し

て
、
⑦
女
子

の
嫁

ぎ
先
、
⑦
女

子
所

生
子
息

の
系
譜
、
◎
他
系
図

に
み
え
な

い
権
宮
司
の
人
名

な
ど
が
記

さ
れ

て
お
り
、
田
島
氏
と
他
氏
と

の
関
係
を
知
る
う
え

で
貴
重
な
系

図

で
あ
る
。
た
だ
遺
憾
な

こ
と

に
原
本

の
所
在
を
明
ら
か

に
で
き
な

い
。

『
熱
田
祝
師
尾
張
宿
祢

田
島
氏
系
譜
」
(前
註

〈
15
>
所
収
)
は
員
頼

・

信
頼
を
と
も

に
大
宮
司

と
す

る
が
、
他

の
系
図

に
は
み
え
な

い
。
特
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に
前
註

(
16
)

の

『
田
島
丹
波
系
図
』

に
記
載
が
な

い
こ
と
を
尊
重

し
て
お
き
た

い
。

(
18
)
祝
師

・
惣
検
校

は
権
宮
司

で
あ
る

こ
と
が
条
件
だ
が
、
権
宮
司

は
必

ず

し
も
祝
師

・
惣
検
校

に
就
く
と
は
限
ら
な

い
。
例

え
ば
文
和

三
年

(
一
三
五
四
)
四
月
廿
三
日

[
熱
田
社

一
円
神
領
注

進
状

案
」

(
『
熱

田
神
宮
文
書
』

宝
庫
文
書
五
号

・
熱
田
神
宮
宮
庁

・
一
九
七
八
年
)

に
は
五
名

の
権

宮
司
、
ま
た
応
永
十
九
年

(
一
四

一
二
)
十

一
月

日

「熱

田
太
神
宮

祠
官
供
僧
等
連
署
解
」
(
京
都
御
所
東
山
御
文
庫
記
録

碑
諏
計

・

『大

日
本
史
料
』
第
七
篇
之
十

七

)

に

は
九
名

の
権

宮
司

が
確

認
で
き
る
。

こ
の
権
宮
司
層
は
田
島

・
馬
場
家

の
本
家

・
庶
家

に
よ

っ
て
構
成

さ
れ
た
と
み
ら
れ
、
両
家

の
本
家
が
祝
師

・
惣
検
校

職
を
世
襲

し
た
。

(
19
)
前
註

(
17
)
『
熱
田
祝
師
尾
張
宿
祢
田
島
氏
系
譜
』

頼

忠

の
項
。

な

お
祝
師

を
祝

詞
師
と
記
す
場
合
も
あ
る
が
、
本
稿

で
は
通
例

の
祝
師

と
記
す
。

(
20
)

『熱

田
神
宮

史
料
」
年
中
行
事
編
上
巻
解
説
三

闇
当

宮

の
諸

職
掌

」

(熱

田
神
宮

宮
庁

・

一
九
七

一
年
)
。

(
21
)

一
円
神
領

の
実
質
経
営
権
を
掌
握
し

て
い
た

の
は
権
宮
司
層

で
あ

っ

て
、
惣

検
校

単
独

の
権
限

に
よ

っ
て
扱
わ
れ
た

こ
と

は
な

い
。

こ
れ

に

つ
い

て
は
拙
稿

「
中
世
熱
田
社

『
一
円
御
神
領
」

の

一
考
察

ー
文

和

三
年
社
領

注
進
状
を
素
材
と
し

て
ー
」

(『
酪
輪
語
銑
生
神

道
学

論
文

集
」

国
書
刊
行
会

・

一
九
九
五
年
)
参
照
。

(
22
)

『熱

田
祠
官

略
記
」
前
註

(
15
)
『
神
道
大
系
」
所
収
。

(
23
)

『熱

田
祠
官

祠

掌
私

記
』

(
前
註

〈
15
>

『
神
道

大

系
」

所

収
)

に

(
24
)

　

27
)

　 　

2625
))

 

(
28
)

(
29
)

(
30
)

(
31
)

(
32
)

「
祝
師

・
惣
捻
校

爾
家

ハ
、
断
絶
之
時
互

二
相
績
す

る
故

二
、

今

二
至

而
他
姓
之
者

ハ
勿
論

、
女
子
方

よ
り
家
を
建

る
例

な
し
」
と
あ

る
。

前
註

(
16
)
『
田
島
丹
波
系
図
」

の
惣
検
校
馬
場
廉
忠

の
子
息
頼
嗣
、

そ

の
猶
子
親
継

の
項
に

「祭
主
権
宮
司
」
す
な

わ
ち
祝
師

に
な

っ
た

事

例
が
み
え
る
。

前
註

(
1
)
西
岡
虎
之
助
氏
論
文
。

『台

記
」
久
安
六
年
七
月
廿

三
日
条
。

(文
暦

二
年
〈

一
二
一二
五

〉
)
「
尾
張

(馬
場
)
親

継
申
状

案
」

(
断

簡

)
粟

田
厳
穂
氏
所
蔵
文
書

(『
鎌
倉
遺
文
」

補
遺

二

ー

一

一
七

二

号

)。

　　
　
　
　

前

註

(
27
)
文
書

に

「件
新
田
者
、
去
長
寛
年
中
池
大
納
言
家
御
任

中
、
奉
忠
蒙

國
冤
、
引
募
件
講
纒
供
新
田
畢
」
と
あ
り
、
ま
た
平
頼

盛

は
長
寛

元
年
正
月
廿

四
日

(『
公
卿
補
任
」
仁
安

元
年

頃
)

に
辞

任

し

て
い
る
の
で
、
長
寛
年
中
と

は
長
寛
元
年
を
指
す
。

建
久

三
年

(
一
一
九

二
)
十

二
月
十

日

「
将
軍
家

(
源
頼
朝
)
政
所

下
文

写
」
(
「熱

田
宮
及
大
宮
司
文
書
写
」
名
古
屋
市
鶴
舞
中
央
図
書

館
所
蔵
、

『鎌
倉
遺
文
』
同
補
遺
未
所
収
)
。

前

註

(
3
)
上
村
喜
久
子
氏
論
文
。

成
重

は
尾
張
氏

の
諸
系
図

に
み
え
ず
、
ど

の
系
列

に

つ
な
が
る
か
不

詳
。

本
稿

に
掲
載

し
た
鎌
倉
期

の
文
書

の
な
か

に
は
、

『
鎌
倉

遺
文
」

お

よ
び
同
補
遺

に
未
収
録

の
も

の
が
あ
る
。
本
文

で
は
特

に
註
記
し
な

い
が
、
第

二
節

〔表

1
〕

の
出
典
欄

に

『
鎌
倉
遺
文
」

の
記
載
が
な

い
も
の
は
そ
れ
に
当

る
。
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(
33
)

(
34
)

年

月

日
未
詳

「
尾
張
熱
田
宮
領
注
進
状
案
」

三
河
猿
投
神
社
蔵

『本

朝

文
粋
」
巻
三
裏
文
書

(『
鎌
倉
遺
文
』
巻
第

二
六

-

一
九
八

三
六

号
)
。

[⑩
文
書
]
尾
張

(馬
場
)
良
継
譲
状

譲

渡

面
々
支
配
田
畠
等
注
文
事

一
、
寳
光
庵
方
丈
分

南
新
田
纒
田
武
反

鋳
師
迫
當
作

一
、

謹
心
院
房

分

御
社
迫
武
反
半

東
五
反

一
、

怨

一
御
房

分

多

賀
ノ
後
家
譲
分

五
反

入

ノ
ロ
付
當
武

反

佛

性
田

一
反

除
田

中
瀬

屋
敷

一
、
中
瀬

殿
分

苗
代

田
自
明
年
参
反
小

永
仁

三
反

伺

當
作

存
生

之

間
可

有
知
行

候
、

一
、
明

三
侍
者

東
面

神

佛
名
跡

一
、
大
武

殿
分

石
津
年
貢

内
、
毎

年
壼
貫
文
南
御
堂
可
致
沙
汰
也
、
残
分
連

々

可
加
修

理
候
、
又

一
百
丁
郷
司
職
可
致
領
知
口
、

一
、
宰
相
房
分

講

田

一
圓

可
被

知
行
候
、

面

々
不
可
有
他
煩
者
也
、

右
各
良
縫
任
支

配
之
旨
、

可
有
知

行
者
也
、
相
互
成
水
魚
之
思
、
柳

((

3635
))

 

(
37
)

(
38
)

不
可
有
違
乱
之
儀
候
、
兼
復
面
々
随
分
限
之
多
少
、
專
没
御
之
追
善

令
資
助
畳
路
者
、
尤
所
願
也
、
更
々
不
可
有
退
轄
候
、
価
爲
未
代
象

鏡
、
支
配
如
件
、

観
磨
武
年
陣
五
月
廿
二
日

惣
検
校
法
眼
良
縫

(花
押
)

9

[⑬
文
書
」
熱
田
太
神
宮
庁
補
任
状
写

判

熱
田
太
神
宮
磨

補
任

御
井
新
田
伍
段
焙
噺

散
位
尾
張
秀
仲

　　
ガ
　

右
、
於
彼
新

田
者
、

任
實
仲
譲
状
之
旨
、
不
可
有
知
行
相
違
之
状
、

如
件
、

磨

安
三
年
十

二
月

日

祝

三
國
弘
守

大
宮

司
藤

原
朝

臣

前
註

(
3
)
上
村
喜

久
子
氏
論
文
。

こ
の
場
合

の

輔杜
家

」
と
は
、
後
述

の

[⑥
文
書
」

に
よ
る
と
大
宮

司

・
社
官

(上
級
社
家

・
権
宮

司
層
)
を
指
す
も

の
と

み
ら
れ

る
。

こ
の
集
合
体

は
熱

田
太

神
宮
庁

と
も
考

え
ら
れ
る
が
、
同
庁
発
給
文

書

に
は
大
宮

司
の
署
名

は
あ
る
も
の
の
権
宮
司

の
そ
れ

は
ま

っ
た
く

み
ら
れ
ず
、
確
信

が
も

て
な
い
。

こ
の
冷
泉
大
納
言
家

は
、
冷
泉

万
里
小
路

に
住

み
冷
泉
を
号
し
た
藤

原
隆
房

で
、

尾
張
守

に
は
建
久
六
年

(
一
一
九
五
)
六
月
三

日
に
息

男
隆
宗

が
就
任

し

て
い
る

(
『尊
卑
分
脈
』

二
⊥

二
六

四
頁
、
『
公
卿

補
任
』
建
保
六
年
項

)。

『熱

田
惣
検
校

尾
張
宿

祢
馬
場
氏
系

図
』

(前
註

〈
15
>
)
。
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(
39
)

(
40
)

(
41

)

(
42
)

(
43
)

前
註

(
3
)
上
村
喜
久

子
氏
論
文
。

正
和
五
年

(
一
三

一
六

)
f

一
月
日

「
熱
田
社
領
注
進
状
写
」

(『
楓

軒
文
書
纂
」
中
巻

五
二
九

～
三
〇
頁
)

に

隔
本
別
納
外
新
別
納
」
と

し
て

咽成
武
郷
則
武
イ
本
」
と
あ
る
。
但
し
文
和
三
年

(
一
三
五

四
)

四
月
廿

一.百

「熱

田
社

。
円
神
領
注
進
状
案
」
(
前
註

〈
18
>
文
書
)

に
は
記
載

さ
れ

て
お
ら
ず
、
南
北
朝
期

に
は

.
円
神
領
か
ら

は
ず

れ

て
い
た
。

成
武
郷

の
安
堵

に
つ
い
て
は

[⑦
文
書
]
永
仁
五
年

(
一
二
九
L
)

二
月
廿

五
日

一
伏
見
天
皇
女
房
奉
書
」
が
あ

る
。

　

　

ば

ぜ

ヘ
ト

　

　

　

　

の　

　

ハ
を

も

　

な
り
た
け

の
事
、
御
け
ち

の
ゐ
ん
せ

ん
を
な

さ
れ
候

て
、

ふ
き
や

　

む

ロ

　

う

の
も

と

に
、

御

[

口

ゆ

い
く

わ

ん

ハ
う

に
、

い

そ
き

と

り

て
、

　

ハ
　

サ

　

く

た

す

へ
き

よ

し

お

ほ
せ

ら

れ

て
候

へ

.
、

し

ハ
ら

く

た

う

し

の

　
ゴ

が

　

御
文

に
、
し
さ

い
を
申
し

て
く
る

へ
き

よ
し
そ
人
申
候

て
、

い
ま

　
　

り　

　

ド
け

カ

　

き

の

カ

た
う
口
と
ら
す
候

い
そ
き
と

ら
せ
申

さ
れ
て
、

と
ら
る

へ
口
[
よ

し
申
せ
と

て
候
、
あ
な
か

し
く
く

、

一
円
神
領

の
郷
司
職

は
大
宮
司

に
よ

っ
て
任

じ
ら
れ
る
。

こ
れ

に

つ

い
て
は
前
註

(21
)
拙
稿
参
照
。

成
武
郷

は

一
円
神
領

で
あ

る
が
、

(前
註

〈
40
>

)、

こ
の

一
円
神
領

内

に
料
田
が
存
在
し

た
場
合
、

一
定

の
用
途
料

を
負
担
す
る
の
み
で
、

扱

い
は
除
田
と
な

る

(前
註

〈
3
>
L

村
喜

久
子
氏
論

文

)
。

ま
た

一
円
神
領
郷
司
職
給
分
も
除

田
と
し

て
扱

わ
れ
る

(
正
安
二
年

〈

一

三
〇
〇

〉

一
熱

田
社
領
大
郷
郷
検

見
注
進
状
案
」
三
河
猿
投

神
社
蔵

『
本
朝
文
粋
」
巻

三
裏
文
書

く

『
豊
田
史
料
叢
書
』

猿

投
神

社
中

世

史
料

・
豊

田
市
教
育
委
員
会

・

]
九
九

一
年

V
)
。

(
44
)

((

4645
))

 

(
47
)

(
48
)

「某
宛
行
状

写
」
林
正
木
大
夫
家
文
書

『
張
州
雑
志
」
巻
第
三
士

ハ
、

な
お
こ
の
発
給
者

は
大
宮
司

で
あ

る
と

み
ら
れ
、
他

の
例

に
は
袖
判

が
お
か
れ
る
の
が

一
般
的

で
あ
る
。

前
註

(
21
)
拙
稿
。

富

田
正
弘
氏

に
よ
る
と

「祈
疇

は
単
な

る
神
頼

み
で
は
な
く
、
軍
事

的

な
勢

力
範

囲
の
誇

示
で
あ
り
、
祈
疇
状

は

一
種

の
軍
勢
催
促
状
又

は
禁
制

」
と
指
摘

さ
れ
て
い
る

({
中
世
東
寺

の
祈
疇

文

書

に

つ
い

て
1
古
文
書
体
系
論

と
宗
教
文
書

-
」
『
古
文
書

研
究
」

一
一
号

・

一
九

七
七
年
)。

[⑥

文
書
」
は
断
簡

で
年
紀

は
み
え
な
い
が
、

そ
れ
を
窺
う

に
は
範

広
が
当
代

の
大
宮

司
で
あ

っ
た
こ
と

が
参
考

に
な

る
。

『
熱

田
大
宮

司
千
秋
家
譜
』

に
よ
る
と
、
範
広

は
ま
ず
宝
治

二
年

(
]
二
四
八
)

三
月
十

.
日

に
庁
宣
に
よ
り
大
宮
司

に
任
じ

ら
れ
八
年
間
在
職
し
、

ま
た
康
元
二
年

(
一
二
五
七
)
正
月
十

一
日
に
還
補
し

て
い
る
か
ら
、

「⑥
文
書
」

の
年
紀
は

こ
の
二
度

の
在
職
期
間

の
い
ず

れ
か

に
あ
た

る
。
幸

い
に

『
熱
田
惣
検
校

尾
張
宿
祢
馬
場
氏
系
図
」

の
親
継

の
項

　

ム

バ
　

に

[
正
嘉

二
年
八
月
賜
關
東
御
下
文
、
文
暦
元
年
午
十

二
月
廿
八

日

未
剋
自
鎭
皇
門
之
前
火
災
起
、
而
令
焼
失
私
領
名
田
等
相
傳
之
文
書
」

と
あ
る

こ
と
は
、
二
度
目

の
在
職
期

間
に

一
致
す

る
。

こ
の

柵正
嘉

二
年
八
月
賜
關
東
御
下
文
」
は

「⑥

文
書
]

の
こ
と
で
あ
る
可
能
性

が
高

い
と

い
え
よ
う
。

竹
内
理
三
氏

[
熱
田
神
宮
と
源
頼
朝
」
(
『熱

田
風
土

記
」

四
号

・
久

知
会

・
一
九
六
三
年
)

に
よ
る
と
、
源
義
仲

入
京

の
こ
と
が
本
書
状

に
み
え

て
い
る
こ
と
か
ら
、
寿
永
二
年
七
月
廿

八
日
を
遠

く
離

れ
な
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い
時
と
推
定

さ
れ
て
い
る
。

し
か
し

『熱

田
宮
及
大
宮
司
文
書
写
」

(名
古
屋
市
鶴
舞
中
央
図
書
館
蔵

)

に
は
、
本
書

状

の
年
紀

と

み
ら

れ

る
、か

し
く
、

壽
永

二
年七

月
十
六

日

在

御
判

故
奉
忠
後
家
殿

と

の
断
簡
が
書

写
さ
れ

て
お
り
、
興
味
深

い
。

ギ

奉
忠

の
遺
領

は
後
述

の

[③

文
書

]
に
み
え
る

「
本
宅
ヂ
力

王

子
已

下
名
田
」

で
あ

る
が
、

こ
の
名

田

に
は

[⑤

文
書
]
⑦

の
長
寛
元
年

に
奉
忠
が
国
免
を
受

け
た

「大
宮

・
八
劔

爾
杜
新
季
大
般
若
経
新
田

拾
参
町
陸
段
」
も
含

ま
れ

て
い
た
と
み
ら
れ
る

(
前
註

〈
3
>
上
村

喜
久
子
氏
論
文
)
。

こ
れ

は

一
連

の
将
軍
家
政
所
下
文

へ
の
書

換

に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

前
註

(
3
)
上
村
喜
久
子
氏
論
文
。

上
横
手
雅
敬
氏

は

『吾
妻
鏡
」
建
永
元
年

(
一
二
〇
六
)
五
月
六
日

・

廿

四
日
条

の
伊
勢
神
宮
祭
主
大
中

臣
能
隆

が
家
司
加
藤
光
員
を
幕
府

に
訴
え
た
記
事

か
ら
、
光
員

は
①
能

隆

の
家
司
、
②
鎌
倉
御
家
人
、

③
院
仕
身
分
、
と

い
う
三
重

の
性
格

を
も

つ
と
さ
れ
、

こ
の
種

の
重

層
的
な
主
従
関
係

は
少

な

く
な

か

っ
た

こ
と
を

述

べ
ら

れ

て

い
る

(
『
日
本
中
世
政
治
史
研
究
」

三
四
八
頁
、
塙
書
房

・

一
九
七
〇
年
)
。

以
下
、
権
宮
司
職

の
在
職
期

間
は

『
熱
田
祝
師
尾
張
宿
祢
田
島
氏
系

譜
』

に
よ
る
。

為
安
郷

の
郷
司
職

に

つ
い

て
は
前
註

(
21
)
拙
稿
参
照
。
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)

(
61
)

(
62
)

(
63
)

(
64
)

前
註

(
12
)

『熱

田
大
宮

司
千
秋
家
譜
」
行
氏

の
項
。

『
続

日
本
紀
』
天
長
十
年
六
月
壬
午

(廿
七

日
)
条
。

『
熱

田
祝
師
尾
張
宿
祢

田
島
氏
系
譜
」

は
仲
継
を
頼

継

と
記

す
が
、

『
田
島
家
譜
』

(
『張

州
雑
志
』
巻
第

三
十
六
所
収

)

に
は
頼
継

の
項

に

[奮

記
仲
縫

二
作

ル
」

と
の
註
記
が
あ

る
。

『
熱

田
惣
検
校
尾
張
宿
祢
馬
場
氏
系
図
』
十

三
世
員
仲

の
項
。

文
和

二
年

(
一
三
五
三
)
十

二
月
十

三
日

「
熱
田
大
宮
司
藤
原
忠
広

楠
木
御
前
祢
宜
職
宛
行

状
」

(
『熱

田
神
宮
文
書
』
千
秋
家
文
書
上
巻

一
一
号
)
、
貞
和

五
年

(
一
三
四
九
)
十

一
月
七

日

圃
藤

原
範

重
寄

進
状

写
」

(
『熱

田
宮

及
大
宮

司
文
書

写
」
名
古
屋
市
鶴
舞

中
央

図
書

館
蔵
)
。

前
註

(
40
)
『楓
軒

文
書
纂
」
。

前
註

(
18
)
『熱

田
神
宮
文
書
』
宝
庫
文
書
。

社
職

は
第

三
節

「①
②

文
書
」

の

一
円
神
領
郷
司
職

の
よ
う
に
社
領

そ
の
も

の

に
関
わ
る
俗
的
な
職

と
、
本
文
書

の
氷
上
宮
祢
宜
職

の
よ

う
な
聖
的

な
職

と

の
二
種
類

が
あ
り
、

と
も

に
給
分

が
付
帯
す

る
。

な
お
熱

田
神
宮

文
化
研
究
員
野
村
辰
美
氏

よ
り
、
氷
上
宮

は
代

々
久

米
家

が
社
務

と
し

て
世
襲
し

て
お
り
、

こ
の
田
島
家

の
同
宮
祢
宜
職

は
遷
宮

・
神

事
な
ど

に
熱
田
社

か
ら
派
遣

さ
れ
て
祝
詞

を
奏
上
す

る

祝
師

の
こ
と

で
あ
ろ
う
、
と

の
御
教

示
を
得

た
。

『熱

田
宮
年
代
記
』
(
『
熱
田
神
宮
史
料
』
造
営

遷
宮
編
上
巻

・
熱

田

神
宮
宮

庁

・

一
九
八
〇
年
)

に
、
貞
範

の
大
宮

司
在
職

が
応
永

二
十

四
年

に
は
じ
ま
る

こ
と
が
み
え
る
。

「応
永

二
十
六
年
大
宮
御
遷
宮
供
奉
人
差
定

」
(
『熱

田
神
宮
史

料
』
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(
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)

(
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)

(
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)

(
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)

造
営
遷
宮
編
上
巻
)
。

文
明
元
年

(
一
四
六
九
)
十

一
月
九

日

「
熱
田
社
社
家
奉
行
藤
原
季

国
紛
失
状
写
」

(『
熱

田
神
宮
文
書
』
千

秋
家
文

書
上
巻
二

一
号
)
。

延
徳
三
年

(
一
四
九

一
)
六
月
十

四
日

「熱

田
大
宮
司
代
藤
原
月
栖

(
季
国
)
下
知
状
写
」
如
法
院
文
書

(
『張

州
雑

志
』
巻
第
五
十
四
)
。

「
熱
田
社
管
領
吉
賀
和
建
照
宛
行
状
」

(
『熱

田
神

宮
文
書
』
千
秋
家

文
書
上
巻

一
八
号
)
。
因

み
に
林
家

は
代

々
開
闊

職
を

務
め

る
下

級

社
家

で
あ
る
。

正
中
二
年

(
一
三

二
五
)
三
月
十
六

日

}熱

田
大
宮
司
藤
原
朝
重
袖

判
左
衛
門
尉
遠
秋
奉
書
写
」

(『
熱

田
神
宮
文
書
」

千
秋
家
文
書
中
巻

二
九
四
号
)
、
康
永
三
年

(
一
三
四
四
)
十

二
月
廿

六
日

「
(
熱
田
大

宮
司

藤
原

高
季

ヵ
)

袖
判

円
道

奉
書

写
」

林

正

木

大

夫

家

文

書

(
『
張
州
雑
志
』
巻
第
三
十
六
)
、
明
徳

二
年

(
=
二
九

一
)

十

一
月

十
五

日

「
熱
田
大
宮
司
藤
原
某
袖
判
左
衛

門
尉
某

奉
書

写
」
(
『
熱
田

神
宮
文
書
』
千
秋
家
文
書
中
巻

二
九
七
号

)。

応
永
廿
五
年

(
一
四

一
八
)
十
月
廿

一
日

「
左
衛
門
尉
常
斉
補
任
状

写
」
(
『
熱
田
神
宮
文
書
」
千
秋
家
文
書
中
巻

三
〇

一
号
)
。

例
え
ば
永
享
三
年

(
一
四
三

一
)

八
月
廿

八
日

「
熱
田
太
神
宮
庁
補

任
状
」

(『
熱
田
神
宮
文
書
」
千
秋
家
文
書
上
巻

一
九
号
)
は
、
大
宮

司
藤
原
持
季
が
林
重
明
を
楠
木
社
祢
宜
職

に
任

じ

て
い
る
。

(金
沢

工
業
大
学
専
任
講
師

・

一
九
七
九
年
卒
)
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